
お
花
見
の
季
節
で
す

　桜並木が多い松戸では、春になると市内各
地で桜まつりが開催されます。桜のトンネルを
のんびり散策、会場でお花見ピクニック、イベン
トや模擬店を満喫するなど、楽しみ方は人それ
ぞれ。春を謳歌する桜をお祝いしましょう。
□問商工観光課☎366－7327

松戸市観光協会ホームページ
　http://www.matsudo-kankou.jp/

●桜まつり期間中、常盤平・六実・八ケ崎の3会場では桜並木を
歩行者天国とするため、交通規制を実施します。  

●各会場に駐車場はありません。公共交通機関をご利用ください。
●ごみは各自お持ち帰りください。
●内容等は天候などにより、変更・中止となる場合があります。

交通規制とお願い

内容歌謡ショー、はしご車体験、音楽パレード、阿波踊り
など
□問八ケ崎桜まつり実行委員会・坂田☎341－1778

4月7日㈰10時～15時30分

内容音楽パレード、山車、神輿、カラオケ大会など
□問六実桜まつり実行委員会（事務局）☎385－2273

4月6日㈯・7日㈰9時～17時

4月6日㈯11時～20時、7日㈰10時～19時

常盤平・牧野原・第四・金ケ作中学校、ボーイスカウトの皆さん
が清掃ボランティアとして活躍します！

内容鼓笛隊・ブラスバンドによるパレード、演舞など
□問八柱さくらまつり実行委員会・靍岡☎387－8522

4月6日㈯〔雨天時は7日㈰〕10時30分～16時30分

内容野だて（有料）、生田流琴の演奏、お花見踊り、郵便局
臨時売店など
□問八柱霊園管理事務所☎387－2181

4月7日㈰10時～15時4月6日㈯10時～14時
内容グラウンド・ゴルフ、
矢切音頭、矢切ばやし、よ
さこいソーランなど
□問商工観光課
☎366－7327

坂
川

江
戸
川

矢切の
渡し

矢切
幼稚園

矢切駅

栗山
浄水場

北総線

まつり会場
（栗山浄水場内）

やきり産直まつり
会場（3/23開催）

野菊の蔵（3/23オープン）

マ
ル
エ
ツコン
ビ
ニ

松
戸
街
道

4月7日㈰10時～12時
内容演芸・輪投げ等の
ゲーム、竹トンボ作成実
演、甘酒の無料配布など
□問河南環境美化の会・
高橋☎391－6844

松戸南
高校

北総
線

河原塚中学校

子の神橋
（ねのかみばし）

まつり会場

※交通規制はありません。
東松
戸駅

Ｊ
Ｒ
武
蔵
野
線

▲
新
八
柱

県
道
市
川
柏
線国

分
川

黎明橋
（れいめいばし）至松戸

高坏橋
（たかつきばし） 八柱

霊園

内容チャリティライブ、各種パレード・イベントなど
□問常盤平さくらまつり実行委員会
☎090－4220－5620（当日のみ）

だ　 し み   こし

おう   か

つる  おか

約200本の桜とイベントが楽しい

常盤平さくらまつり

八ケ崎桜まつり

六実桜まつり
約200本の桜とイベントが楽しい

踊りや音楽などの催しがいっぱい踊りや音楽などの催しがいっぱい

八柱さくらまつり
踊りや音楽などの催しがいっぱい約500mの桜並木がお出迎え

八柱霊園桜まつり
園内で風流な催しを開催

約640本の桜のトンネルが美しい600本以上の桜のトンネルが美しい

栗山桜まつり
浄水場内の一部を開放

国分川桜まつり
川沿いに桜並木が続く

●平成25年度 施政方針
●4月1日に新小金消防署が開署します
●4月から市の組織が新しくなります
●市営有料駐輪場 定期使用者を募集
●集合狂犬病予防注射を受けましょう

2～4
5

6・7
8
9

毎月1日・15日発行

　
選
　
選選選選選選選選選選選
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●市民サービスを向上させるため、全庁的な組織改革を実施
●公共施設白書を活用し、公共施設の今後のあり方を検討す
るための準備を開始
●学校跡地は民間活力を活用し「新松戸地域学校跡地有効活
用事業」を実施
●広報については、子育て世代をターゲットとした新たなシ
ティプロモーションを展開

●第2次松戸市障害者計画がスタート
●地域における相談支援の拠点として、ワンストップの総合相談
を担う基幹相談支援センターを設置

●障害者優先調達法に基づ
き、新たに新商品の開発な
どの取り組みに対する補助
制度を創設

●国民健康保険料の支払い手
続き簡素化のため、ペイ
ジー口座振替受付サービス
を導入
●生活保護受給者の就労実現の支援を強化
●子宮頸がん細胞検査の際、30・35歳の希望者にHPV検査を実施
●新設する特別養護老人ホームおよび養護老人ホームの建設費の
一部を補助

●地域包括支援センターを増設し、地域包括ケアシステムを構築
●医療機器の更新やドクターカーの運用を開始
●新病院の建設について実施設計・施工一括発注を公募型プロ
ポーザル方式により実施

豊かな人生を支える福祉社会の実現

都市経営の視点に立った行財政運営

●千葉北西部消防指令セ
ンターが本市消防局内
に設置され、6市による
指令業務の共同運用を
開始
●里やまに親しむイベン
トとして、樹林地を一般
開放する「オープンフォ
レストin松戸」を、5月に開催

安全で快適な生活環境の実現

オープンフォレストin松戸オープンフォレストin松戸

障害バザー「ふれあいフェスティバル」障害バザー「ふれあいフェスティバル」

けい

■
子
育
て
施
策

　

私
は
市
長
就
任
以
来
、
子
育
て

す
る
な
ら
松
戸
と
思
わ
れ
る
よ
う

な
「
魅
力
あ
る
子
育
て
タ
ウ
ン
ま

つ
ど
」
の
実
現
を
目
指
し
て
き
ま

し
た
が
、
新
た
に
松
戸
の
中
心
市

街
地
に
子
ど
も
と
保
護
者
が
気
軽

に
訪
れ
楽
し
め
る
場
所
を
創
る
た

め
、
文
化
ホ
ー
ル
内
に
、
お
や
こ

Ｄ
Ｅ
広
場
中
部
を
移
設
し
ま
す
。

　

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
が
自
然
・

歴
史
・
文
化
を
大
切
に
し
、
そ
れ

を
生
か
し
た
活
動
が
で
き
る
よ
う

に
、
21
世
紀
の
森
と
広
場
を
活
用

し
、（
仮
称
）
森
の
こ
ど
も
館
事
業

を
実
施
し
ま
す
。

　

働
き
や
す
い
子
育
て
環
境
の
整

備
に
つ
い
て
は
、
25
年
４
月
に
東

部
地
区
お
よ
び
常
盤
平
地
区
に
、

新
た
に
２
カ
所
の
民
間
保
育
園
が

開
設
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
24

年
度
開
設
し
た
松
戸
駅
周
辺
と
東

　東日本大震災以降、特に懸念していることは、人口の問題です。22年
をピークに人口が減少に転じています。その理由の一つには出生数の低
下があります。昭和48年には８千人台であった出生数が最近では３千９
百人台となるなど、少子高齢化問題は重要となっています。特に子育て
世代にとって、魅力あるまちづくりが必要であると考えています。

「
子
育
て
、教
育
、文
化
を
軸
と
し
た
都
市
ブ
ラ
ン
ド
づ
く
り
」と

「
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
す
る
ま
ち
」に
向
け
て

平成25年度　

本
市
は
、
25
年
４
月
１
日
に
「
市

制
施
行
70
周
年
」
を
迎
え
ま
す
。
昭

和
18
年
４
月
１
日
に
、
人
口
４
万
４

３
３
人
で
市
制
を
施
行
し
た
本
市

は
、
先
人
た
ち
の
努
力
に
よ
り
着
実

に
発
展
し
、
現
在
で
は
48
万
人
、
全

国
で
30
番
目
、
県
下
で
は
３
番
目
の

大
都
市
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
先
人

た
ち
の
功
績
に
あ
ら
た
め
て
感
謝

し
、
未
来
へ
の
さ
ら
な
る
発
展
に
願

い
を
込
め
て
、
新
年
度
の
各
種
事
業

に
「
市
制
施
行
70
周
年
」
の
文
字
を

冠
し
て
、
市
民
の
皆
さ
ま
と
と
も
に

お
祝
い
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
主
な
事
業
と
し
ま
し
て
は
、「
ま

つ
ど
宇
宙
と
科
学
の
日
記
念
イ
ベ
ン

ト
」
や
「
松
戸
市
七
草
マ
ラ
ソ
ン
大

会
」
な
ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
ま
で
松
戸
が
歩
ん
で
き
た
歴
史
に

思
い
を
は
せ
る
、
ま
た
と
な
い
機
会

で
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
機
会
を
活

か
し
市
民
の
皆
さ
ま
に
は
70
周
年
を

契
機
に
、
よ
り
松
戸
の
街
へ
の
愛
着

を
深
め
て
い
た
だ
く
こ
と
を
願
っ
て

い
ま
す
。
そ
し
て
、
私
は
こ
れ
ま
で

提
唱
し
て
き
ま
し
た
「
子
育
て
、
教

育
、
文
化
を
軸
と
し
た
都
市
ブ
ラ
ン

ド
づ
く
り
」「
人
と
人
と
の
つ
な
が

り
を
大
切
に
す
る
ま
ち
」
を
さ
ま
ざ

ま
な
形
で
具
現
化
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
４
月
に
は
12
年
度
に

導
入
し
た
本
部
制
を
13
年
ぶ
り
に
廃

止
し
、
フ
ラ
ッ
ト
な
部
制
に
改
組
し
、

多
様
化
す
る
行
政
課
題
を
効
率
的
に

解
決
で
き
る
よ
う
市
民
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

25
年
度
は
、
松
戸
市
総
合
計
画
後

期
基
本
計
画
、
第
４
次
実
施
計
画
の

最
終
年
度
と
な
り
ま
す
。「
市
民
が

主
役
の
魅
力
あ
る
ま
つ
ど
」
の
実
現

に
向
け
て
、
残
さ
れ
た
課
題
や
計
画

し
た
事
業
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
い

く
所
存
で
す
。

2月21日の市議会3月定例会において、本郷谷
市長が平成25年度施政方針演説を行いました
ので、概要をお知らせします。

市
議
会
で
施
政
方
針
を

発
表
す
る
本
郷
谷
市
長

市
議
会
で
施
政
方
針
を

発
表
す
る
本
郷
谷
市
長

施 政 方 針

まちづくりに対する基本的な考え方

平成25年度当初予算

子育て、教育、文化を
軸とした都市ブランドづくり

人と人とのつながりを
大切にするまち

元気なまちづくり

安全・安心の対策

子
育
て
、教
育
、文
化
を
軸
と

し
た
都
市
ブ
ラ
ン
ド
づ
く
り

子
育
て
、教
育
、文
化
を
軸
と

し
た
都
市
ブ
ラ
ン
ド
づ
く
り

新年度の主要な施策新年度の主要な施策新年度の主要な施策
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●松戸白宇宙かぼちゃ物語の公演や展示を開催
●まつど宇宙と科学の日記念イベントを開催
●千駄堀スポーツ広場を多目的スポーツ広場とし
て整備

●中学生を平和大使として、長崎市で開催される
「青少年ピースフォーラム」に派遣

●松戸駅構内の行政サービスセンター
の開庁日を7月より平日・土曜日に加
え第2・4日曜日に拡大

●松飛台市民センターのバリアフリー
化整備を行い、エレベーターを設置

●65歳以上の高齢者が運転免許証を自
主返納した場合に、住民基本台帳カードを無料交付
●東部市民センターおよび梨香台保育所複合施設の耐震改修工事に併せ、
バリアフリー化整備を行い、エレベーターを設置

●協働のまちづくりについて、4件の市民活動の助成から、公共サービス
の担い手を育成

連携型地域社会の形成
●都市計画道路3・3・6号、八ケ崎から二ツ木間の整備
●都市計画道路3・4・35号、東松戸から松戸方面を整備
●松戸駅西口の松ノ木通りを無電柱化し、バリアフリー化の整備を引き続き実施
●市内全域の道路照明灯を対象にLED化を実施
●常盤平駅南口のエレベーター設置工事を予定
●JR武蔵野線「新八柱駅」、流鉄流山線「幸谷駅」のバリアフリー化工事を支援
●市営住宅「横須賀住宅」の耐震改修工事を実施
●六実駅周辺および北小金駅南口周辺地域の地区マスタープランの策定
●松戸市公園再整備ガイドラインを策定
●戸定が丘歴史公園の拡充をするため、千葉大学・関係団体等と整備計画を策定
●安全な水を安定的に供給するための石綿管更新事業を終了
●下水道事業として、約32ヘクタールの面整備・改築および修繕を実施
●液状化によるマンホールの浮上防止対策や公共下水道を利用した水洗式仮設ト
イレを小中学校に設置する下水道の地震対策事業を引き続き実施
●浸水対策として、引き続き、春木川中流の高暮橋から爽やか橋までの区間の改修
事業を実施し、紙敷川については、下流部に加え中流部についても改修を実施

●排水路の整備として、上富士川上流や上矢切地区などの整備を継続実施

魅力ある都市空間の形成と産業の振興

次代を育む文化・教育環境の創造

行政サービスセンター行政サービスセンター

黙
と
う
を
捧
げ
る

平
和
大
使

黙
と
う
を
捧
げ
る

平
和
大
使

部
地
区
と
併
せ
て
、
４
カ
所
の
民

間
保
育
園
が
設
置
さ
れ
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
26
年
４
月
の
開
設
に

向
け
て
、
北
小
金
駅
前
と
栄
町
地

区
２
カ
所
に
民
間
保
育
園
の
建
設

支
援
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
栄
町

地
区
に
つ
い
て
は
、
千
葉
県
初
の

夜
12
時
ま
で
お
預
か
り
す
る
夜
間

保
育
所
が
開
設
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
、

グ
ル
ー
プ
型
小
規
模
保
育
事
業
を

実
施
す
る
こ
と
で
、
待
機
児
童
解

消
お
よ
び
就
労
形
態
の
多
様
化
へ

の
対
応
を
図
る
と
と
も
に
、
夜
８

時
ま
で
の
延
長
保
育
な
ど
保
育

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

子
ど
も
医
療
費
の
助
成
に
つ
い

て
、
通
院
は
小
学
校
６
年
生
ま
で
、

入
院
は
中
学
校
３
年
生
ま
で
を
対

象
と
し
て
い
ま
す
が
、
通
院
に
つ

い
て
も
中
学
校
３
年
生
ま
で
拡
大

し
ま
す
。
ま
た
、
入
通
院
と
も
中

学
校
３
年
生
ま
で
の
全
て
の
対
象

児
童
生
徒
が
受
給
券
で
受
診
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
取
り
組
み
を
、
よ
り

充
実
さ
せ
て
い
く
た
め
に
子
ど
も

部
を
設
置
し
、
特
に
要
支
援
家
庭

へ
の
支
援
充
実
や
児
童
虐
待
の
早

期
発
見
と
対
応
の
充
実
を
図
る
た

め
、
子
ど
も
家
庭
相
談
課
を
新
設

し
ま
す
。

■
教
育
施
策

　

東
部
小
学
校
区
に
お
い
て
児
童

数
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、

松
飛
台
駅
前
に
あ
る
学
校
予
定
地

に
（
仮
称
）
関
台
小
学
校
を
28
年

４
月
開
校
を
目
指
し
、
25
年
度
は

実
施
設
計
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
本
市
の
「
言
語
活
用
科
」

は
県
内
外
か
ら
も
注
目
さ
れ
て
い

ま
す
。
特
に
25
年
度
は
千
葉
県
内

初
の
試
み
と
し
て
、
中
学
校
英
語

科
で
「
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
」
を
全

市
的
に
導
入
し
、Ｉ
Ｃ
Ｔ（
情
報
通

信
技
術
）
を
活
用
し
た
授
業
を
展

開
し
て
い
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
小

学
校
で
の
英
語
の
学
習
を
生
か
し

た
「
中
学
校
英
語
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

の
研
究
」
に
も
着
手
し
、
小
中
連

携
を
強
化
し
た
学
力
対
策
を
一
層

推
進
し
ま
す
。

■
文
化
施
策

　

文
化
芸
術
の
視
点
か
ら
街
を
活

性
化
す
る
こ
と
で
、
街
の
に
ぎ
わ

い
を
取
り
戻
し
、
ま
た
、
子
ど
も

を
生
み
・
育
て
た
く
な
る
「
文
化

の
香
り
の
す
る
街
・
ま
つ
ど
」
に

す
る
た
め
、
学
識
経
験
者
の
方
々

か
ら
ご
意
見
を
伺
い
「
松
戸
市
文

化
芸
術
振
興
基
本
方
針
」
を
策
定

し
ま
す
。

　

ま
た
、
松
戸
ア
ー
ト
ラ
イ
ン
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
は
、
４
年

目
と
な
り
ま
す
の
で
、
メ
イ
ン
月

間
に
行
う
ア
ー
ト
イ
ベ
ン
ト
を
超

え
て
、
ま
ち
づ
く
り
と
ア
ー
ト
が

融
合
す
る
街
「
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ

シ
テ
ィ
」
へ
向
け
た
取
り
組
み
を

強
化
し
て
い
き
ま
す
。
そ
の
た
め

に
、
地
域
住
民
・
学
生
・
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
が
共
に
取
り
組
む
た
め
の
運

営
体
制
「
松
戸
ま
ち
づ
く
り
会
議
」

を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

常
盤
平
団
地
お
よ
び
そ
の
周
辺
地

域
に
つ
い
て
も
、
地
域
住
民
・
ア
ー

ト
関
係
者
・
Ｕ
Ｒ（
都
市
機
構
）・
行

政
等
で
構
成
す
る
「
常
盤
平
団
地

等
地
域
活
性
化
検
討
協
議
会
」
を

中
心
に
、
ア
ー
ト
イ
ベ
ン
ト
を
き
っ

か
け
と
し
て
、
地
域
活
性
化
を
図

り
、
常
盤
平
団
地
地
域
の
魅
力
を

市
内
外
に
広
く
知
っ
て
い
た
だ

き
、
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
積
極
的

に
取
り
組
み
ま
す
。

　

後
期
基
本
計
画
の
リ
ー
デ
ィ
ン

グ
プ
ラ
ン
で
定
め
た
未
来
像
の
一

つ
で
あ
る
「
自
分
た
ち
の
ま
ち
は

自
分
た
ち
で
つ
く
る
元
気
な
街
」

を
実
現
す
る
「
地
域
の
問
題
は
地

域
で
解
決
す
る
」
地
域
の
仕
組
み

づ
く
り
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
も

さ
ま
ざ
ま
な
検
討
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。
25
年
度
は
「
地
域
の
仕
組

み
モ
デ
ル
試
行
事
業
」
を
実
施
す

る
と
と
も
に
、
さ
ら
な
る
検
討
を

し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に

つ
い
て
も
、
豊
か
で
活
力
あ
る
地

域
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
取
り

組
ん
で
い
ま
す
が
、
あ
ら
た
め
て

協
働
の
必
要
性
を
見
つ
め
直
し
、

本
市
と
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
担
う
協

働
の
パ
ー
ト
ナ
ー
育
成
に
重
点
を

置
い
た
支
援
制
度
の
拡
充
に
向
け

た
検
討
に
着
手
し
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
高
齢
化
が
進
む
社
会

へ
の
対
応
と
し
て
は
、
24
年
２
月

よ
り
、
高
齢
者
の
皆
さ
ま
が
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
じ
て
、
社
会

参
加
や
地
域
貢
献
を
行
う
と
と
も

に
、
自
ら
の
健
康
管
理
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
介
護
支
援
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
制
度
を
実
施
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
こ
の
制
度
の
拡
充

に
向
け
、
市
民
皆
さ
ま
の
ご
協
力

を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
今
後
も
積

極
的
に
進
め
て
い
き
ま
す
。
さ
ら

に
、
住
み
な
れ
た
地
域
で
安
心
し

て
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を

現
在
の
３
カ
所
か
ら
11
カ
所
に
増

設
し
、
介
護
予
防
や
総
合
相
談
等

の
機
能
を
強
化
す
る
こ
と
で
、
医

療
・
保
健
・
福
祉
が
連
携
し
て
、

地
域
全
体
で
高
齢
者
を
支
え
る
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を

図
り
、
急
速
に
進
展
す
る
超
高
齢

社
会
へ
の
対
応
を
万
全
に
し
ま

す
。

■
元
気
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

し
て

　

私
が
人
口
問
題
と
と
も
に
課
題

と
考
え
て
い
る
の
が
雇
用
の
問
題

で
す
。
産
業
の
振
興
を
支
援
す
る

と
と
も
に
、
雇
用
の
問
題
に
対
応

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
本
市
の
経
済
振

興
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
新

た
な
企
業
を
誘
致
し
、
雇
用
の
拡

大
を
図
る
た
め
、
市
内
に
お
い
て

新
た
に
事
業
を
行
う
事
業
者
に
対

し
て
、
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
工
場
・
商
業
施
設
・

大
型
事
務
所
な
ど
を
、
積
極
的
に

誘
致
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
若
者
の
就
労
支
援
と
し

て
、「
ま
つ
ど
合
同
企
業
説
明
会
」

を
実
施
し
ま
す
。
市
内
で
頑
張
っ

て
い
る
中
小
企
業
と
就
職
を
希
望

す
る
若
者
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
の
場

を
提
供
す
る
こ
と
で
、
ひ
と
り
で

も
多
く
の
若
者
が
就
職
に
つ
な
が

る
よ
う
、
ま
た
、
中
小
企
業
の
人

材
確
保
に
つ
な
が
る
よ
う
、
支
援

し
ま
す
。

　

ま
ち
の
再
生
と
し
て
、
本
市
の

中
心
部
で
あ
る
、
松
戸
駅
周
辺
の

活
性
化
に
つ
い
て
は
、
駅
周
辺
に

人
が
集
い
、
に
ぎ
わ
い
、
活
気
の

あ
る
ま
ち
の
実
現
を
目
指
し
、
地

元
を
は
じ
め
と
す
る
、
関
係
者
の

皆
さ
ま
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

24
年
度
か
ら
進
め
て
い
ま
す
、
ま

ち
づ
く
り
基
本
構
想
を
策
定
し
ま

す
。

　

本
市
の
都
市
計
画
に
つ
い
て

は
、
24
年
度
ま
で
に
行
っ
て
き
た

都
市
計
画
基
礎
調
査
な
ど
の
検
証

結
果
か
ら
、
本
市
の
ま
ち
づ
く
り

の
特
性
・
課
題
を
整
理
し
、
ま
ち

の
将
来
像
を
明
確
に
す
る
た
め
、

25
年
度
は
県
が
定
め
る
市
街
化
区

域
お
よ
び
市
街
化
調
整
区
域
の
区

域
区
分
お
よ
び
「
都
市
計
画
区
域

の
整
備
、
開
発
及
び
保
全
の
方
針
」

に
つ
い
て
、
見
直
し
作
業
に
着
手

し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
再
開
発
の
適
正
な
誘

導
と
計
画
的
な
推
進
を
図
る
こ
と

を
目
的
に
定
め
ら
れ
て
い
る
都
市

再
開
発
方
針
に
つ
い
て
も
、
併
せ

て
変
更
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

■
安
全
・
安
心
の
対
策

　

学
校
の
耐
震
化
工
事
を
引
き
続

き
27
年
度
の
完
了
を
目
指
し
、
25

年
度
は
19
校
の
耐
震
改
修
事
業
を

実
施
し
ま
す
。
放
射
能
対
策
に
つ

い
て
は
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
安
全
・

４
面
に
続
く

人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を

大
切
に
す
る
ま
ち

人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を

大
切
に
す
る
ま
ち

総合計画の「施策の大綱」に沿った総合計画の「施策の大綱」に沿った　総合計画の「施策の大綱」に沿った　
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今
ま
で
の
積
み
重
ね
の
上
に
、新

た
な
展
望
を
付
加
し
、「
デ
キ
ル
か
ら

ヤ
ル
」「
ヤ
ル
か
ら
デ
キ
ル
」と
い
う

実
感
を
大
切
に
し
た
カ
イ
ゼ
ン
の
サ

イ
ク
ル
を
、着
実
に
進
行
さ
せ
て
い

く
所
存
で
す
。

家
庭
な
ら
び
に
地
域
の
教
育
力
の
向
上

●
家
庭
教
育
推
進
チ
ー
ム
の
問
題
解
決

力
の
向
上

●
家
庭
な
ら
び
に
学
校
の
家
庭
教
育

ニ
ー
ズ
の
把
握

生
涯
学
習
の
機
会
と
場
を
提
供
す
る

情
報
空
間
の
整
備

●
生
涯
学
習
情
報
提
供
等
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活

用
し
た
学
習
機
会
や
内
容
の
充
実

●
お
は
な
し
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
読
み

聞
か
せ
活
動
の
拡
充

豊
か
な
文
化
芸
術
の
振
興

●
伝
統
芸
能
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
な
ど
多

様
な
舞
台
芸
術
の
実
施

●
博
物
館
特
別
展
「
松
戸
の
発
掘
60
年

史
〜
市
内
遺
跡
の
再
検
討
」
の
開
催

●
戸
定
歴
史
館
企
画
展
「
没
後
百
年
德

川
慶
喜
」
の
開
催

●
美
術
展
「
松
戸
の
た
か
ら
も
の　

奥

山
儀
八
郎
の
版
画
」
の
開
催

●「
ま
つ
ど
宇
宙
と
科
学
の
日
」
を
記
念

し
た
イ
ベ
ン
ト
の
開
催

市
民
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
振
興

●
ス
ポ
ー
ツ
基
本
計
画
に
基
づ
く
施
策

の
進
行

●
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
目
指
し
た

民
間
活
力
の
導
入

●
松
戸
市
制
施
行
70
周
年
記
念
七
草
マ

ラ
ソ
ン
大
会

「
で
き
る
か
ら
や
る
」「
や
る
か
ら
で
き

る
」学
習
サ
イ
ク
ル
の
推
進

●
教
育
課
程
や
学
習
指
導
の
工
夫
・
改

善●
教
職
員
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
研
修

体
系
の
整
備
と
研
修
機
会
の
充
実

言
語
活
用
科
を
軸
に
し
た
小
中
一
貫

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
促
進

●
教
育
課
程
特
例
校
の
強
み
を
生
か
し

た
英
語
学
習
の
充
実

●
中
学
校
英
語
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
研
究

●
言
語
活
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
研
究
と
開

発●
小
中
連
携
に
よ
る
研
究
活
動
の
推
進

子
ど
も
の
成
長
・
自
立
を
図
る
特
別

支
援
教
育
の
推
進

●
特
別
支
援
教
育
の
環
境
整
備

●
特
別
支
援
教
育
の
校
内
支
援
体
制
の

充
実

●
特
別
支
援
教
育
の
指
導
の
充
実

「
い
じ
め
」「
不
登
校
」「
体
罰
」な
ど
の

解
消
に
向
け
た
取
り
組
み
の
推
進

●
予
防
に
重
点
を
置
い
た
い
じ
め
対
策

の
推
進
と
生
徒
指
導
体
制
の
充
実

●
教
育
相
談
と
適
応
指
導
の
充
実

●
松
戸
市
適
応
指
導
教
室
（
ふ
れ
あ
い

学
級
）
の
機
能
の
充
実

学
力
を
下
支
え
す
る
安
全
・
安
心
な

学
校
づ
く
り
の
推
進

●
学
校
施
設
等
改
修
工
事
の
計
画
的
実

施
と
教
育
環
境
の
整
備

●
Ｑ
Ｃ（
品
質
管
理
）
的
手
法
を
重
視

し
た
安
全
対
策
の
工
夫

●
校
務
の
合
理
化
と
事
務
改
善
の
推
進

個
性
や
才
能
を
伸
ば
す
魅
力
あ
る
市

立
高
校
の
創
造

●
教
育
環
境
の
整
備

●
市
内
小
中
学
校
と
の
連
携
と
教
育
セ

ン
タ
ー
機
能
の
充
実

●
学
級
定
数
や
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
研
究

推
進

社
会
教
育
の
重
点

学
校
教
育
の
重
点

山根教育長

安
心
を
最
優
先
に
考
え
、「
松
戸
市

放
射
能
対
策
総
合
計
画
」
に
基
づ

き
、
除
染
は
学
校
施
設
を
は
じ
め

子
ど
も
関
係
施
設
を
完
了
し
、
公

園
や
ス
ポ
ー
ツ
施
設
、
ま
た
、
住

宅
の
除
染
に
つ
い
て
も
、
25
年
３

月
末
を
め
ど
に
主
な
生
活
空
間
に

お
け
る
平
均
的
な
空
間
放
射
線
量

の
低
減
化
が
図
れ
る
よ
う
努
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

25
年
度
に
お
い
て
は
、
さ
ら
な

る
除
染
対
策
と
し
て
、
住
宅
以
外
の

民
有
地
な
ど
の
除
染
も
行
っ
て
い
き

ま
す
。
防
犯
対
策
で
は
、
さ
ら
に
市

民
の
安
全
を
図
る
た
め
、
千
葉
県
内

に
お
い
て
ひ
っ
た
く
り
件
数
が
多
く

な
っ
て
い
る
現
状
の
犯
罪
抑
止
対
策

と
し
て
、
新
た
に
防
犯
カ
メ
ラ
を
設

置
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
さ
ら
な

る
治
安
の
向
上
を
図
り
ま
す
。
引
き

続
き
市
民
の
皆
さ
ま
が
、
安
心
し
て

健
康
的
な
日
々
を
送
れ
る
よ
う
努
め

ま
す
。

経
済
状
況

　

我
が
国
の
経
済
の
動
向
に
つ
い

て
は
、
景
気
は
弱
い
動
き
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
一
部
に
下
げ
止
ま

り
の
兆
し
も
み
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、

先
行
き
に
つ
い
て
は
、
当
面
は
弱

さ
が
残
る
も
の
の
、
輸
出
環
境
の

改
善
や
経
済
対
策
の
効
果
な
ど
を

背
景
に
、
再
び
景
気
回
復
へ
向
か

う
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

国
に
お
い
て
は
、
日
本
経
済
を
大

胆
に
再
生
さ
せ
る
た
め
、
大
震
災

か
ら
の
復
興
を
前
進
さ
せ
る
と
と

も
に
、「
強
い
経
済
」
を
取
り
戻
す

こ
と
に
全
力
で
取
り
組
み
、
適
切

な
政
策
対
応
に
よ
り
景
気
回
復
に

つ
な
げ
る
と
し
て
い
ま
す
。

　

国
政
に
お
い
て
は
、
24
年
12
月
16

日
の
衆
議
院
議
員
総
選
挙
に
よ
り

政
権
が
交
代
し
、
大
き
な
変
化
が
生

じ
て
き
て
い
ま
す
。
25
年
１
月
に
閣

議
決
定
し
た
「
日
本
経
済
再
生
に
向

け
た
緊
急
経
済
対
策
」
に
お
い
て

は
、
日
本
経
済
再
生
に
向
け
て
、
大

胆
な
金
融
政
策
、
機
動
的
な
財
政
政

策
、
民
間
投
資
を
喚
起
す
る
成
長
戦

略
の
「
三
本
の
矢
」
で
、
長
引
く
円

高
・
デ
フ
レ
不
況
か
ら
脱
却
し
、
雇

用
や
所
得
の
拡
大
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
本
市
で
は
常
に
そ
の
動
向
を
注

視
し
、
迅
速
に
対
応
を
図
っ
て
い
き

ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ま
が
豊
か
さ
を
実
感
で
き
、
安
全
で
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

　

財
政
状
況
を
は
じ
め
本
市
を

取
り
巻
く
環
境
は
依
然
厳
し
い

も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
時
こ
そ
、
将
来

の
松
戸
市
の
た
め
に
、
今
や
る

べ
き
こ
と
を
確
実
に
実
行
す
る

こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

本
市
は
、
４
月
に
市
制
施
行

70
周
年
を
迎
え
ま
す
。

　

26
年
度
中
に
は
、Ｊ
Ｒ
常
磐
線

の
東
京
駅
乗
り
入
れ
が
予
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
外
か
く

環
状
道
路
の
千
葉
県
区
間
も
27

年
度
の
開
通
目
標
に
向
け
整
備

が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

私
は
、
ま
ち
が
成
長
を
続
け

る
た
め
に
は
、
厳
し
い
財
政
状

況
の
中
で
も
、
ま
ち
づ
く
り
に

投
資
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
が
豊
か
さ
を
実

感
で
き
、
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、
市
民

の
皆
さ
ま
と
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合

い
な
が
ら
、
未
来
に
向
け
て
の
新

た
な
ス
タ
ー
ト
の
年
に
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
本
市
の
都
市
ブ
ラ
ン
ド

を
示
す
「
ロ
ゴ
マ
ー
ク
」「
ス
ロ
ー

ガ
ン
」
を
全
国
か
ら
公
募
し
ま
し

た
。
そ
の
中
で
、
ス
ロ
ー
ガ
ン
は

「
や
さ
シ
テ
ィ
、
ま
つ
ど
。」
に

決
定
し
ま
し
た
。

　
「
楽
し
く
、
お
し
ゃ
れ
で
元
気
な

街
。
全
て
の
人
を
柔
ら
か
く
包
み

込
む　

優
し
い
都
市
、
優
し
い

人
々
。
こ
こ
で
始
ま
る
新
し
い
暮

ら
し　

や
さ
シ
テ
ィ
、
ま
つ
ど
。」

こ
の
よ
う
な
街
を
目
指
し
て
、
常

に
、市
民
の
皆
さ
ま
と
共
に
感
じ
、

共
に
汗
を
流
し
、
ま
ち
づ
く
り
に

努
力
し
て
い
き
ま
す
。

　

最
後
に
、
市
民
の
皆
さ
ま
を
は

じ
め
、
議
員
各
位
の
ご
支
援
・
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
25
年

度
の
施
政
方
針
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　

施
政
方
針
お
よ
び
教
育
施
策
方
針
の
全
文
は
、
行
政
資
料
セ
ン
タ
ー
ま
た
は

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

□問
政
策
調
整
課
☎
366
・
７
０
７
２

　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
本
部
企
画
管
理
室
☎
366
・
７
４
５
５

平成25年度 松戸市当初予算

平成25年度
教育施策方針

◎一般会計予算
　24年度と同額の1,278億3千万円を計上しました。

◎歳入
　徐々に回復の兆しが見えてきていることから下げ止まり感が
うかがえ、市税は前年度比1.4％増を見込み計上しています。

◎歳出
　民生費が3.6％増加し、構成割合は46.3％と最も大きく、次
いで衛生費が11.9％、教育費の9.4％となっています。
　主なものとして、民生費では子ども医療費助成費、民間保育
所の建設費補助金、介護保険特別会計繰出金の増額を計上して
います。
　衛生費では、和名ケ谷クリーンセンター基幹整備費など、教
育費では、小・中学校大規模改造耐震改修事業などを計上しま
した。
　財源が厳しい中ではありますが、健全財政の確保を基本と
し、できる限り次世代への負担を抑制するとともに、「市民が
主役の魅力あるまつど」の実現に向けて、必要な施策には積極
的に投資をしていく所存です。

主な事業

●子育てコーディネーター業務

●夜間保育所建設費補助金

●新中学英語指導用デジタル教科
書導入費

●新企業誘致事業
●新 LED道路照明灯賃借料
●子ども医療費助成事業
●関台小学校新設事業設計委託
●松戸市制施行70周年記念事業
●地域ケアシステム事業

（地域の拠点としての広場のスタッフを
市が養成し、コーディネーターとして位
置付けるのは全国初）

県内初

県内初

全国初
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新小金消防署が
開署します

松戸市は４月１日に
市制施行７０周年を迎えます
松戸市は４月１日に

市制施行７０周年を迎えます
～記念の年に冠を使用して一緒に盛り上げませんか～～記念の年に冠を使用して一緒に盛り上げませんか～

3月17日㈰は
千葉県知事選挙の投票日です

　松戸市総合計画第4次実施計画として「安全で快適な生活環境の実現」を
目指して進めてきた小金消防署移転新築工事が完了し、4月1日㈪の新小金消
防署の開署に向け、新庁舎での準備運用に入ります。
　これまでの庁舎は、昭和40年に小金支所と消防署の合同庁舎として建築さ
れ、地域の防災拠点としてその役割を担ってきました。しかし、築47年が経
過し庁舎全体の老朽化が激しく、大規模災害時における活動拠点としての機
能確保が困難なことから、基
幹的消防施設として本市北部
地域の災害対応力の強化充実
を図る観点で移転新設を行い
ました。
　「市民の安心安全な暮らし
を支える拠点」「市民が利用し
やすい庁舎」「人と地球環境に
やさしい庁舎」の3点に基づ
いて建設された新庁舎は、地
域防災力の向上を目的とした
二分割式の多目的室やオスト
メイト用トイレをはじめとす
るバリアフリーの採用により、
誰もが安心して利用できる安
全性・信頼性の高い施設とし
て完成しました。
　また、新たな道路の開通と
併せ、これまで時間を要した
地域へのアクセスが短縮され、
震災などでは、大規模災害対
応機能の高い消防防災活動拠
点となりました。
　今後、本市北部地域の防災
拠点として、さらなる防災体
制の確立に努めていきます。

　4月1日に市制施行70周年の節目を迎えるにあたり、市内を中心に活
動する団体や事業所・企業の皆さんが実施する事業を対象に、70周年記
念の冠（呼称）をお貸しします。市内各所で皆さんと一緒にお祝いしま
しょう。

　3月17日㈰は千葉県知事選挙の投票日です。この選挙は、私たちの意
思を反映する大きな機会です。貴重な一票を無駄にしないよう、投票に
行きましょう。

□問消防局消防総務課☎363－1116

●祝　松戸市制施行７０周年
●松戸市制施行７０周年記念冠（呼称）名称

□問市選挙管理委員会事務局☎366－7386
〔投票日当日は☎366－7222（7時～ 20時30分）〕

7時～20時投票時間

4月1日

開票 3月17日㈰21時15分から、運動公園体育館で行います。

当日の投票状況、開票結果 市のホームページでお知らせします。

千葉県の明るい
選挙のシンボル
キャラクター・
せんきょ君

対象事業
①従来から実施している事業（お祭りや大会・イベント等）や市制施行
70周年の記念事業として新たに実施する事業
②平成25年4月1日～26年3月31日の間に実施される事業
□申平成26年2月28日㈮までに、市のホームページからダウンロードした
申請書を直接または郵送・メール・FAXで〒271－8588松戸市根本387
番地の5　松戸市役所秘書課（☎366－7303、　366－1177、　
mchisho＠city.matsudo.chiba.jp）へ
※電話でもお申し込みできます（平日8時30分～17時）。

　皆さんのご協力により平成24年4～12月で1,027ℓの廃食油を回収しました。廃食油を回収
拠点に持参すると、廃食油500㎖ペットボトル1本分は、10アウル券1枚と交換でき、協賛店で
買い物などの補助券として利用できます（10アウル＝10円）。地球環境の保護に、ぜひご協力く
ださい。

　市では、「もったい
ない運動」の事業の一
環として、市民・事業
者が一体となり、家庭
で不要になった天ぷら
油や賞味期限切れと
なった食用油からBDF
（バイオディーゼル燃
料）を精製し、再利用
する仕組みづくりに取
り組んできました。
　それにより、100％BDFを燃料とした市所有のごみ収
集車を導入し、2月から走行させています。
　市との協働事業で廃食用油をNPO松戸「アウル」の
会自らが回収し、上本郷にある戸田建設㈱松戸工作所内
のBDF製造所で100％BDFに精製し、無償で市に提供
してもらうことは、県内初で全国的にも珍しい取り組み
です。
　皆さんのご協力により、地域資源循環（もったいない
運動）や二酸化炭素排出量削減（松戸市減CO2大作戦）
の強力な推進となっています。
□問環境計画課減CO2担当室☎366－7089

使用済み天ぷら油や賞味期限切れ食用油を回収しています

回収店一覧

廃食用油で市のごみ収集車1台が「100％BDF」で走行中！廃食用油で市のごみ収集車1台が「100％BDF」で走行中！

※回収拠点・協賛店は、今後も増やしていきます。　※協賛店の詳細は、「アウル」の会のホームペー
ジ　http://homepage2.nifty.com/matsudo-owl/をご覧ください。
□問松戸エコマネ－「アウル」の会☎368－0980、環境計画課☎366－7331

4月から運動公園　　市内のスポーツ
施設の管理が指定管理者へ移行します
　松戸運動公園・栗ケ沢公園庭球場・新松戸庭球場・金ケ
作公園庭球場・中央公園庭球場・新松戸プールの管理が市
の管理からシンコースポーツ㈱および㈶松戸市体育協会の
指定管理者へ移行します。指定管理期間は平成25年4月1日
～29年3月31日の4年間となります。

　指定管理者移行に伴い新松戸支所・常盤平支所での庭
球場使用料のお支払いができなくなります。詳細は同課
までお問い合わせください。

□問スポーツ課☎363－9241

　いずれの相談も秘密は厳守され、費
用は無料です。お気軽にご相談くださ
い。なお、6月より、不動産・税務・登
記相談の受け付けが予約制となりま
す。4・5月は変わりません。詳細は、
市のホームページまたは4月15日号の
広報まつどでお知らせする予定です。

4月から「行政書士相談を
新設」し、「外国人相談の
時間を変更」します
□問市民相談課☎366－1162

および

環境に
やさしい

至新
松戸

JR武蔵野線

JR常磐線

国道
6号
線

小金小

松戸市
水道部

小金南中

旧小金消防署

移転
しま
した

コンビニ

東漸寺

北小金駅
至南柏

至柏

至松
戸

交番

ロータリー

郵便局

北小金駅
入口

至
市
川

至
三
郷

北部市場

小金
消防署前

小金消防署小金消防署

N

住所 問い合わせ回収日拠点名
稔台7の7の1
稔台7の3の1
金ケ作411の2
小金原4の34の18
竹ケ花西町306の13
下矢切299
南花島3の43の12
五香2の6の1
松戸1281
下矢切78の1
紙敷507
新松戸南2の164
新松戸1の42の4
常盤平西窪町510

㈱スエヒロ（防災設備用品）
㈲花創作　たかはら（花屋）
菓匠　松久（和菓子、五香東口商店街）
ノエビア・オレンジハウス（化粧品販売）
松川産業㈱
㈱ミヤマ建設
㈱ヤマザキ家具センタ－
㈲はたや商店（酒類販売）
㈲峰月（和菓子）
㈲八矢庵（和菓子処）
㈱丸協（廃棄物リサイクル）
㈱ハナノイ（リフォーム、クリーニング）
橋本宅（個人宅）　  
㈱テクノハウス久我（レトロカフェ）

月～金曜日（祝日を除く）
月～水・金～日曜日　　　
月～水・金～日曜日
月～金曜日（祝日を除く）
月～金曜日（祝日を除く）
月～金曜日（祝日を除く）
毎日　　
火～日曜日　
月・水～日曜日
月・水～日曜日
月～金曜日（祝日を除く）
月～金曜日（祝日を除く）　
毎月 第1水曜日12:00～15:00
毎日

☎366－2800
　0120－087－596
☎387－3319
☎348－5512
☎365－4371
☎367－1031
☎367－3741
☎387－3835
☎362－2785
☎362－5909
☎392－0909
☎346－4997
☎348－7454
☎387－1525

行政書士相談 外国人相談

実施日

会場

毎月第１月曜日

広報広聴課相談コーナー

行政書士

予約制　13時～16時
（１人30分）時間

申込先

相談
内容

相談員

遺言・相続・成年後見・消費生活・契
約などの相談

行政書士相談事務局・橋本☎368－
0779（3/15から、4/1相談分の受け
付け開始。月～金曜日9時～17時）

毎月第１～４火曜日

広報広聴課相談コーナー

専門相談員

予約不要
時間内に来庁してください

3月末まで 13時～16時
4月以降　 ９時～12時

第１・３火曜日は英語・中国語
第２・４火曜日はスペイン語・
タガログ語

時間が
変更に

新設



業務内容等に変更のある課

総務部

総合政策部

財務部

市民部

主な業務内容部名 課名

　市では、複雑化、多様化する行政課題をより効率的に解決
し、市民サービスの向上を図るため、現在の本部制を廃止
し、簡素な組織への移行や市民ニーズの高い課題は、新規部
署を設置するなどの組織改革を4月から行います。
　その概要をお知らせします。
□問総務企画本部企画管理室☎366－7311

◆行政一般 ◆人事組織 ◆男女共同参画 ◆災害対策 ◆情報施策など

危機管理課 災害対策、危機管理の総合調整、地域防災計画など
行政経営課 機構、内部危機管理、法務、人権施策など

男女共同参画課

政策推進課

男女共同参画、女性センターなど
◆総合計画 ◆広域行政 ◆要望等の緊急処理 ◆儀式秘書 ◆広聴広報 
◆市民相談など

総合計画、広域行政など

広報広聴課

財産活用課

広報まつど、ホームページ、パートナー講座（出前）の
総合調整、市政への意見・要望など

◆財務 ◆管財 ◆予算 ◆契約 ◆工事検査 ◆税務
庁舎・公用車の管理、公有財産・普通財産の管理、公
共施設の再編整備、学校跡地の有効活用など

債権管理課 債務管理事務の指導、移管を受けた市の債権の滞
納整理

市民自治課
町会・自治会、防犯灯、市政協力委員、町名地番の
整備、市民センター、市民活動サポートセンター、協
働事業、市民活動の支援など

市民安全課 防犯、交通安全に係る啓発など

商工振興課 商工業等、中小企業経営相談、労働など
文化観光課 観光・文化、観光情報、国際交流など

環境政策課 環境計画、地球温暖化対策地域推進計画など
廃棄物対策課 廃棄物処理計画、一般廃棄物処理業の許可など

健康福祉政策課 健康福祉政策、健康危機管理、食育、社会福祉
法人の認可および監査など

地域医療課 地域医療提供体制、衛生会館、夜間小児急病セン
ターなど

地域福祉課
地域福祉計画、社会福祉協議会、民生委員児童委
員、赤十字募金、共同募金、保護司会、更生保護女
性会、遺族会など

健康推進課
健康相談、予防接種、健康診査等・各がん検診、成人・
妊婦歯科検診、献血、健康手帳、白井聖地公園、自殺
対策など

◆環境の保全 ◆廃棄物処理 ◆清掃など

◆コミュニティの振興 ◆戸籍 ◆住民基本台帳 ◆支所など

経済振興部

環境部

◆社会福祉 ◆市民の健康 ◆予防衛生 ◆墓地・埋火葬 ◆地域福祉など健康福祉部

◆商工業 ◆経営支援 ◆労働 ◆観光 ◆文化・国際施策 ◆消費者行政 
◆農林水産業 ◆競輪など

高齢者支援課
介護予防の相談、地域包括支援センター、敬老祝
金、ながいき手帳、はりきゅうあん摩等の助成（65
歳以上）など

介護保険課
介護認定の申請、保険料納付、介護保険の給付、軽
度生活援助、高齢者緊急通報装置の貸与、高齢者
住宅改修費助成など

子どもわかもの課 子ども会、こどもの遊び場、青少年相談員、少年セ
ンター、児童福祉館など

子ども家庭相談課 家庭児童相談、子どもと女性に対する暴力の相談、
通告、母子保健など

街づくり課 土地区画整理事業、市街地整備、再開発、松戸駅西
口地下駐車場など

上記一覧は、業務内容等に変更のある課のみ掲載しています。全ての課の
業務内容は、市のホームページをご覧ください。

交通政策課 交通施策の計画、鉄道・路線バスの輸送改善、自転
車駐車場など

建築審査課 建築相談、建築確認申請、完了検査申請など

経営企画課 病院事業の予算・決算・総合調整、市立病院財務など
市立病院管財課 市立病院の施設・財産管理、物流など

消防企画課

◆高齢者・障害（児）者福祉 ◆国民健康保険 ◆後期高齢者医療 
◆介護保険 ◆公的扶助 ◆国民年金福祉長寿部

◆児童福祉 ◆青少年の健全育成 ◆子育て支援など子ども部

◆都市計画・再開発 ◆建築指導確認 ◆緑花・公園 
◆公共施設の建築・保全 ◆住宅施策 ◆交通施策など街づくり部

◆道路 ◆橋りょう ◆河川・清流 ◆下水道など建設部

◆国保松戸市立病院 
◆松戸市立福祉医療センター東松戸病院・梨香苑など病院事業

◆生涯学習 ◆学校教育など教育委員会

消防局内の総合調整など
警防課 消防車両・装備、消防水利、消防活動体制など
救急課 救急活動体制、メディカルコントロール体制など

教育企画課 教育行政の総合調整、教育情報化施策など
教育財務課 教育財産の管理、学校経理事務など

消防局

平成25年4月から
市の組織が新しくなります
平成25年4月から
市の組織が新しくなります
平成25年4月から
市の組織が新しくなります

市議会事務局市議会

市長 副市長

固定資産評価員

総務部

総合政策部

市民部

経済振興部

消防局

福祉長寿部

子ども部

街づくり部

建設部

生涯学習部教育委員会

選挙管理委員会事務局

教育企画課、教育財務課、教育施設課、社会教育課、スポーツ課、
市民会館、公民館、図書館、戸定歴史館、博物館
学務課、指導課、保健体育課、教育研究所、市立高校、（幼稚園、
小学校、中学校）

赤色の文字は、業務内容や名称に変更がある部や課です

会計課

庶務課、議事調査課

（固定資産評価員室）

行政経営課、総務課、人事課、危機管理課、IT推進課、男女共同参画課

政策推進課、すぐやる課、秘書課、広報広聴課、政策推進研究室

財政課、財産活用課、債権管理課、契約課、工事検査課、
税制課、市民税課、固定資産税課、収納課
市民自治課、市民安全課、市民課、常盤平支所、小金支所、
小金原支所、六実支所、馬橋支所、新松戸支所、矢切支所、東部支所
商工振興課、文化観光課、消費生活課、農政課、公営競技事務所

環境政策課、放射能対策課、環境保全課、廃棄物対策課、環境業務課、
クリーンセンター、東部クリーンセンター、日暮クリーンセンター、
和名ケ谷クリーンセンター
健康福祉政策課、地域医療課、地域福祉課、健康推進課

高齢者支援課、国民健康保険課、国民年金課、介護保険課、
生活支援一課、生活支援二課、障害福祉課、健康福祉会館
子育て支援課、子どもわかもの課、子ども家庭相談課、保育課

都市計画課、街づくり課、交通政策課、みどりと花の課、公園緑地課、
住宅政策課、建築指導課、建築審査課、建築保全課
建設総務課、道づくり課、道路維持課、河川清流課、下水道整備課、
下水道維持課
消防企画課、消防総務課、予防課、警防課、救急課、中央消防署、
西口消防署、二十世紀が丘消防署、小金消防署、馬橋消防署、
大金平消防署、八ケ崎消防署、五香消防署、六実消防署、東部消防署

選挙管理委員会

公平委員会

監査委員

農業委員会

固定資産評価審査委員会

環境部

健康福祉部

監査委員事務局

農業委員会事務局

農業委員会事務局

学校教育部

水道事業管理者

病院事業管理者 管理局

水道部総務課、水道部工務課
経営企画課、市立病院総務課、市立病院管財課、市立病院医事課、
市立病院地域連携課、東松戸病院総務課

（診療局、医療技術局、薬局、看護局、医療安全局、附属看護専門学校）

（診療局、診療技術局、看護局、保健福祉医療局）
介護老人保健施設梨香苑

国保松戸市立病院

東松戸病院松戸市立福祉医療センター

建設事務局

財務部

会計管理者

企画管理室、総務課、人事課、政策調整課、政策推進研究室、
防災課、IT推進課、女性センター

市議会事務局市議会

市長 副市長

固定資産評価員

総務企画本部

会計管理者 会計課
（固定資産評価員室）

庶務課、議事調査課

すぐやる課
秘書課

病院建設事務局
企画管理室、財政課、管財課、契約課、工事検査課
税制課、市民税課、固定資産税課、収納課

財務本部
税務担当部

企画管理室
地域振興課、市民相談課、生活安全課、国民年金課、協働推進課、
市民課、常盤平支所、小金支所、小金原支所、六実支所、馬橋支所、
新松戸支所、矢切支所、東部支所
商工観光課、消費生活課、農政課、公営競技事務所
環境計画課、環境保全課、放射能対策課、環境業務課、クリーンセンター、
東部クリーンセンター、日暮クリーンセンター、和名ケ谷クリーンセンター

市民環境本部
市民担当部

経済担当部

企画管理室、保健福祉課
高齢者福祉課、介護支援課、保険課、生活支援一課、生活支援二課
子育て支援課、保育課、障害福祉課、健康福祉会館

健康福祉本部

水道事業管理者

企画管理室、消防総務課、予防課、消防救急課、指令課、中央消防署、
西口消防署、二十世紀が丘消防署、小金消防署、馬橋消防署、
大金平消防署、八ケ崎消防署、五香消防署、六実消防署、東部消防署
水道部総務課、水道部工務課

企画管理室、経営改革課、市立病院総務課、市立病院医事課、
市立病院地域連携課、東松戸病院総務課
（診療局、医療技術局、薬局、看護局、医療安全局、附属看護専門学校）

（診療局、診療技術局、看護局、保健福祉医療局）

消防局

管理局

社会福祉担当部
子育て担当部

企画管理室
都市計画課、都市整備課、住宅政策課、建築指導課、みどりと花の課、
公園緑地課

建設総務課、道づくり課、道路維持課、建築保全課、河川清流課、
下水道整備課、下水道維持課

都市整備本部
都市緑花担当部

建設担当部

病院事業
管理者

企画管理室、教育総務課、教育施設課、社会教育課、青少年課、
スポーツ課、市民会館、公民館、図書館、戸定歴史館、博物館
学務課、指導課、保健体育課、教育研究所、市立高校、（幼稚園、
小学校、中学校）

生涯学習本部教育委員会

選挙管理委員会事務局選挙管理委員会

公平委員会

監査委員

農業委員会

固定資産評価審査委員会

環境担当部

国保松戸市立病院

東松戸病院松戸市立福祉医療センター

監査委員事務局

学校教育担当部

組現組織図

介護老人保健施設梨香苑

組新組織図
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●
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事
務
局

●
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査
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＝
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よ
う
要
望
す
る
。

※
監
査
結
果
の
全
文
は
、
行
政
資
料
セ
ン
タ
ー

お
よ
び
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
ア
ド
レ
ス
は
１

面
右
上
参
照
）で
閲
覧
で
き
ま
す
。

□問
監
査
委
員
事
務
局
☎
366
・
７
３
８
５

監
査
の
結
果
を
公
表
し
ま
す

　パブリックコメントを実施した結果、寄せられた意見に対する市の
考え方を3月15日㈮から公表します。
公表の内容①市民の皆さんから寄せられた意見の概要②意見に対する
市の考え方　公表の方法①市のホームページへの掲載②障害福祉課、
健康福祉会館、行政資料センター・支所での閲覧
□問障害福祉課☎366－7348

「第2次松戸市障害者計画」についての
パブリックコメント（意見募集）
手続実施結果を公表します

※市民安全課は、安全安心ステーション（南花島4の63の5）になります。

地域医療課
1階（ ）

市役所のご案内市役所のご案内市役所のご案内

■
４
月
か
ら
新
小
学
４
年
生
・
中

学
１
年
生
と
な
る
子
ど
も
の「
子
ど

も
医
療
費
助
成
受
給
券
」を
送
付

　

４
月
１
日
〜
７
月
31
日
が
有
効
期
間

の
受
給
券
を
３
月
下
旬
に
送
付
し
ま

す
。
４
月
ま
で
に
手
元
に
届
か
な
い
人

は
子
育
て
支
援
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
中
学
３
年
生
ま
で

の
子
ど
も
の
受
給
券
を
ま
だ
持
っ
て
い

な
い
人
は
、
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

子
育
て
支
援
課
児
童
給
付
担
当
室
☎

366
・
３
１
２
７

■
４
月
１
日
㈪
か
ら
窓
口
で
の「
本

人
確
認
」の
提
示
に
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す

　

税
証
明
に
関
す
る
交
付
申
請
の
際
、

他
人
に
証
明
書
を
不
正
取
得
さ
れ
た
り

す
る
こ
と
な
ど
を
防
止
す
る
た
め
、
窓

口
で
本
人
確
認
を
行
い
ま
す
。　

※
写
真
付
き
の
公
的
機
関
発
行
の
身
分

証
明
書
を
持
っ
て
い
な
い
場
合
は
、
健

康
保
険
証
・
年
金
手
帳
・
年
金
証
書
・

介
護
保
険
証
等
の
う
ち
２
種
類
以
上
の

提
示
を
お
願
い
し
ま
す
。

税
制
課
☎
366
・
７
３
２
１

■
ま
つ
ど
市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
の
催
し
物

●
サ
テ
ラ
イ
ト
見
本
市 

六
実

　

３
月
23
日
㈯
10
時
〜
16
時　

会
場
六

実
市
民
セ
ン
タ
ー　

内
容
各
市
民
団
体

に
よ
る
講
演
会
お
よ
び
パ
ネ
ル
展
示　

費
用
無
料

●
車
座D

eB
anda!! 

３
月
（
意
見
交

換
会
）

　

３
月
27
日
㈬
18
時
30
分
〜
20
時
45
分

会
場
ゆ
う
ま
つ
ど　

内
容
今
後
の
市
民

活
動
に
つ
い
て　

定
員
先
着
30
人　

費

用
無
料

同
セ
ン
タ
ー
☎
365
・
５
５
２
２

■
市
長
室
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
公
開
し

ま
す

　

松
戸
美
術
会
・
松
戸
市
書
道
展
運
営

委
員
会
の
協
力
に
よ
り
、
市
長
室
に
展

示
し
て
い
る
市
民
の
皆
さ
ん
の
絵
画
・

書
道
作
品
を
公
開
し
ま
す
。

　

３
月
28
日
㈭
15
時
〜
17
時　

会
場
市

長
室秘

書
課
☎
366
・
７
３
０
３

■
引
っ
越
し
ご
み
の
処
理
方
法

　

一
時
的
に
多

量
に
出
る
引
っ

越
し
ご
み
は
、

家
庭
ご
み
集
積

所
に
出
す
こ
と

が
で
き
ま
せ

ん
。
分
別
区
分
に
従
っ
て
、
処
理
施
設

へ
自
分
で
運
ぶ
か
、
一
般
廃
棄
物
処
理

業
者
に
収
集
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
少
量
で
あ
れ
ば
集
積
所
に
出

す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
分
別
し
て
計
画

的
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。　

※
粗
大
ご

み
廃
棄
の
申
し
込
み
は
、
粗
大
ご
み
受

付
セ
ン
タ
ー
☎
391
・
０
０
０
７
〔
月
〜

土
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
８
時
30
分
〜

17
時
〕
へ
。

環
境
業
務
課
☎
366
・
７
３
３
３

■
文
化
会
館（
森
の
ホ
ー
ル
21
）、

市
民
劇
場
、
市
民
会
館
予
約
シ
ス

テ
ム
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
す

　

３
月
26
日
㈫
か
ら
、
文
化
会
館
（
森

の
ホ
ー
ル
21
）・
市
民
劇
場
・
市
民
会

館
予
約
シ
ス
テ
ム
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し

ま
す
。
操
作
の
利
便
性
向
上
を
図
り
、

画
面
の
デ
ザ
イ
ン
等
も
変
更
し
ま
す
。

詳
細
は
、
文
化
会
館
（
森
の
ホ
ー
ル

21
）
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。　

※
市
民
会
館
に
つ
い
て
は
、
従

来
通
り
施
設
空
き
状
況
の
確
認
の
み
に

な
り
ま
す
。

文
化
会
館
（
森
の
ホ
ー
ル
21
）
☎

384
・
５
０
５
０
、
社
会
教
育
課
☎
366
・

７
４
６
２

■
危
険
物
取
扱
者
試
験

　

６
月
９
日
㈰　

会
場
日
本
大
学
生
産

工
学
部
津
田
沼
校
舎
（
習
志
野
市
）
他

４
会
場　

費
用
甲
種
５
千
円
、
乙
種

３
千
４
０
０
円
、
丙
種
２
千
７
０
０
円

４
月
１
日
㈪
〜
10
日
㈬
の
間
に
、
電

子
申
請（

http://w
w
w
.shoubou

-shiken.or.jp

）
す
る
か
、
４
月
４
日

㈭
〜
15
日
㈪
〔
消
印
有
効
〕
の
間
に
、

郵
送
で
〒
260-

０
８
４
３
千
葉
市
中
央

区
末
広
２
の
14
の
１　

㈶
消
防
試
験
研

究
セ
ン
タ
ー
千
葉
県
支
部
（
☎
043
・

268
・
０
３
８
１
）
へ　

※
市
内
各
消
防

署
で
申
請
書
を
配
布
し
て
い
ま
す
。
松

戸
市
危
険
物
安
全
協
会
お
よ
び
消
防
署

で
は
申
し
込
み
で
き
ま
せ
ん
。

　

市
等
か
ら
の
お
知
ら
せ　
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　有料駐輪場の「空き台数」の有無を問わず（空き状況は別表参照）募集
します。
　駐輪場に「空き」がない場合は、申し込み後「空き」が生じるまで待機
するか、再度「空き」がある駐輪場に申し込んでください。なお、「空
き」がある駐輪場を4月1日㈪から使用したい場合は、受付場所へ申請書
を提出してください（電子申請は、随時募集では受け付けていません）。
詳細は、生活安全課または駐輪場管理員までお問い合わせください。
□問生活安全課自転車対策担当室☎366－7439

 定期使用できる車種
防犯登録を受けた自転車、50cc以下の原動機付き自転車

 受付期間
3月22日㈮まで

 申請書の配布・受付場所
指定駐輪場管理棟（指定駐輪場は、右表の※のついた駐輪場の他、松戸駅
東口・新松戸駅西口第7・八柱駅南口第1・五香駅東口第3）

 受付時間
7時～19時30分

 通知結果
先着順に受け付け後、10日前後で結果を通知

平成25年度 市営有料駐輪場  定期使用者を随時募集します

●駐輪場使用料 定期使用（月額）

区　分

自転車

原動機付き自転車

一般
高校生以下

屋根あり 屋根なし 屋根あり 屋根なし

1,500円 1,000円 1,200円 800円

1,000円 700円 800円 500円

2,200円 1,700円 1,800円 1,400円

駐輪場名 空き台数車種
北小金駅南口第２
北小金駅北口第２
北小金駅北口高架下
北小金駅北口参道第１
八柱駅南口第２
八柱駅北口第２

八柱駅北口第３

常盤平駅北口第１

常盤平駅北口第２

常盤平駅北口第３

五香駅東口第２（屋根あり）

五香駅東口第２（屋根なし）
五香駅東口第４
五香駅西口第２

松戸新田駅北口第１

稔台駅南口第１
稔台駅南口第１
六実駅第１

六実駅第２（屋根あり）

六実駅第２（屋根なし）　
矢切駅第１
矢切駅第２

矢切駅第３

小金城趾駅第１

原　付
自転車
原　付
自転車
自転車
原　付
自転車
原　付
自転車
原　付
自転車
原　付
自転車
自転車
原　付
自転車
自転車
自転車
自転車
原　付
自転車
原　付
自転車
自転車
原　付
自転車
原　付
自転車
自転車
原　付
自転車
原　付

★
※

★○
※★

★

※

○

★○
★○

※★

※
★
★

※

★
※★
★

★

※★

23
100
32
334
229
66
298
77
222
23
38
35
261
60
32
290
113
127
96
1

301
24
572
61
33
234
2

172
114
9
54
2

空き台数車種駐輪場名
松戸駅東口高架下
松戸駅西口公園下
松戸駅西口高架下（屋根あり）
松戸駅西口第２
松戸駅西口第４

北松戸駅東口第１

北松戸駅東口第２

北松戸駅西口

北松戸駅西口地下
馬橋駅東口高架下（屋根あり）

馬橋駅東口高架下（屋根なし）

馬橋駅西口

馬橋駅西口高架下

新松戸駅東口第１

新松戸駅西口第１

新松戸駅西口第３
新松戸駅西口第４
新松戸駅西口第５
新松戸駅西口高架下第１

新松戸駅西口高架下第２

新松戸駅西口高架下第３

北小金駅南口第１（屋根なし）

○
※○
○
★○
○

※

※○

○
※○

★○

※★

★○

★

★

★
★
★

★○

★○

※★

原　付
自転車
原　付
自転車
原　付
自転車
原　付
自転車
自転車
原　付
自転車
自転車
自転車
原　付
原　付
自転車
原　付
原　付
自転車
原　付
自転車
自転車
自転車
自転車
自転車
原　付
自転車
原　付
自転車

39
693
45
5
1
76
69
82
767
44
484
70
259
63
1
88
18
1
61
49
119
31
15
271
679
43
553
9

124

●有料駐輪場の空き台数
（★印は屋根のない駐輪場、○印は駅から
200mを超える駐輪場）

最寄り駅からの距離が
200mを超える駐輪場

最寄り駅からの距離が
200m以内の駐輪場

実習期間7月28日㈰＝合同実習、8月1日㈭～21日㈬
（月曜日を除く）の間の6日間＝実務実習（計7日間）
対象①大学または大学院に在学中で、学芸員資格取得
に必要な単位のうち、博物館実習以外の単位をすべて
取得している人②学部生の場合、最終学年に在籍して
いる人③歴史学・考古学・民俗学等の人文科学系の学
問分野を専攻している人④全ての日程に参加できる人　定員10人程度　申
請書類①博物館実習申込書（同館ホームページからダウンロード可）②学芸
員課程の必修単位のうち、博物館実習以外の単位が取得済みであることがわ
かるもの（大学発行の書類に記載があれば、単位取得証明書でなくても可）
③身上書（各大学所定の書式、学歴は中学校卒業以上を記入）④志望理由書
（書式自由、800字以内）⑤返信用封筒（宛先に所属する大学の実習担当部
署を記入して、80円切手を貼付）　※定員に満たない場合を除き各大学1人
を原則とします。ただし、複数名の申し込みは可能です。　※選考は市内在

住・出身者を優先します。　※実習の期間中、やむを得ない事情で出席でき
ない場合は、「博物館実習申込書」の備考欄に理由と期間を記入してくださ
い。　※受け入れの可否は5月14日㈫、各大学宛てに発送します。
□申4月16日㈫～30日㈫〔必着〕の間に、申請書類①～⑤を直接または郵送
で〒270－2252松戸市千駄堀671　市立博物館学芸班博物館実習担当（☎
384－8181）へ

博物館ミュージアムグッズの新商品 クリアファイル
「コシッキー」発売中
　平成24年秋の企画展「東日本の古墳と渡来文化」で
展示した甑（こしき）から誕生したキャラクター「コ
シッキー」をデザインしたクリアファイルを発売して
います。
内容クリアファイル（A4）、2柄、各150円（税込み）　
販売場所同館受付カウンター

実習期間7月28日㈰ 合同実習 8月1日㈭ 21日㈬

市立博物館実習生を募集市立博物館実習生を募集

　　

博物館キャラクター
「じょうちゃん」と「もんちゃん」

■
４
月
か
ら
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

の
利
用
対
象
者
が
拡
大

　

難
病
等
（
特
定
の
１
３
０
疾
患
）
の

人
々
も
障
害
者
総
合
支
援
法
の
対
象
と

な
り
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
対
象
と
な

る
疾
病
名
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

※
詳
細
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

に
な
る
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

障
害
福
祉
課
☎
366
・
７
３
４
８
、

 

366
・
７
６
１
３

■
植
木
の
剪
定

　

４
〜
６
月
ま
で
の
植
木
剪
定
（
枝
お

ろ
し
・
刈
り
込
み
）
の
予
約
（
各
月

１
０
０
件
程
度
）
を
受
け
付
け
ま
す
。

費
用
作
業
内
容
に
よ
り
積
算

３
月
15
日
㈮
８
時
30
分
か
ら
、
電
話

で
公
益
社
団
法
人
松
戸
市
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
☎
330
・
５
０
０
５
へ

■
江
戸
川
ハ
イ
キ
ン
グ「
野
草
を
た

ず
ね
て
」

　

４
月
７
日
㈰

９
時
30
分
樋
野

口
「
川
の
一
里

塚
」
集
合
、
11

時
ご
ろ
矢
切
解

散
〔
雨
天
中
止
〕（
松
戸
駅
西
口
か
ら

正
面
の
通
り
を
江
戸
川
方
向
へ
直
進
、

つ
き
あ
た
り
の
堤
防
上
）　

内
容
野
草

を
観
察
し
な
が
ら
矢
切
川
の
一
里
塚
ま

で
の
約
４
㎞
を
散
策　

定
員
先
着
30
人

費
用
無
料

３
月
15
日
㈮
８
時
30
分
か
ら
、
電
話

で
江
戸
川
を
守
る
会
松
戸
支
部
事
務
局

（
河
川
清
流
課
内
）☎
366
・
７
３
５
９
へ

■
江
戸
川
河
川
敷
ス
ポ
ー
ツ
施
設
出

入
り
口
ゲ
ー
ト
の
開
放
時
間
変
更

　

４
月
１
日
㈪
〜
９
月
30
日
㈪
の
間
、

７
時
30
分
〜
18
時
30
分
に
変
更
と
な
り

ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
課
☎
363
・
９
２
４
１

■
県
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集

　

募
集
期
間
４
月
１
日
㈪
〜
15
日
㈪　

入
居
資
格
①
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い

て
、
同
居
親
族
が
あ
る
人
②
所
定
の
方

法
に
よ
り
算
出
し
た
月
収
が
一
般
＝

15
万
８
千
円
以
下
、
高
齢
者
・
身
体
障

害
者
等
（
条
件
あ
り
）
＝
21
万
４
千
円

以
下　

申
込
書
配
布
３
月
27
日
㈬
ご
ろ

か
ら
、
開
設
時
間
内
に
東
葛
飾
地
域
振

興
事
務
所
・
市
住
宅
政
策
課
・
各
支
所
・

行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
配
布

千
葉
県
住
宅
供
給
公
社
県
営
住
宅
管

理
部
募
集
課
☎
043
・
222
・
９
２
０
０

■
松
戸
市
障
害
者
計
画
推
進
協
議

会
　

３
月
28
日
㈭
10
時
か
ら　

会
場
市
役

所
新
館
７
階
大
会
議
室　

傍
聴
定
員
先

着
10
人
（
当
日
15
分
前
か
ら
会
場
で
受

け
付
け
）

障
害
福
祉
課
☎
366
・
７
３
４
８

■
地
域
の
し
く
み
づ
く
り
検
討
・

検
証
委
員
会

　

３
月
21
日
㈭
15
時
か
ら　

会
場
市
役

所
新
館
５
階
市
民
サ
ロ
ン　

傍
聴
定
員

先
着
10
人
（
当
日
30
分
前
か
ら
会
場
で

受
け
付
け
）

地
域
振
興
課
☎
366
・
７
３
１
８

■
２
月
は
防
災
行
政
用
無
線
で
３

件
の
行
方
不
明
高
齢
者
の
探
索
を

行
い
、
全
て
発
見
さ
れ
ま
し
た

　

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
な
お
、
情
報
提
供
は
最
寄
り
の
交

番
ま
た
は
警
察
署
へ
お
願
い
し
ま
す
。

介
護
予
防
推
進
担
当
室
☎
366
・

７
３
４
３

■
小
金
原
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
芸

能
発
表
会

　

３
月
23
日
㈯
10
時
〜
16
時　

会
場
小

金
原
市
民
セ
ン
タ
ー　

内
容
民
謡
・
舞

踊
・
カ
ラ
オ
ケ
他　

費
用
無
料

同
セ
ン
タ
ー
☎
344
・
８
２
７
０

　

市
等
か
ら
の
お
知
ら
せ　
　
　
　
　
　
　
　

 

　新聞未購読者で広報まつどをご覧
になりたい人に宅配サービスを行っ
ていますが、市外に転居を予定して
いる人、新聞購読を始めた人は宅配
停止の手続きをしますので広報担当
室にご連絡ください。
□問広報担当室☎366－7320

広報まつどの宅配サービス
～不要になったら連絡を～

●広報まつど　2013年（平成 25年）3月15日

8市のホームページ・公式Twitterのほか、まつどニュース（市役所・各支所等に掲示）で市内の放射線量測定結果をお知らせしています。



二三ケ丘公園（三ケ月）
清ケ丘小金公園
中金杉公園
千駄堀こどもの遊び場
仲井町公園
栄町西公園
古ケ崎第2公園
花之台公園（上本郷）
ひばり公園（小金原）
小金原公園
北丘第2公園（五香）
常盤平金ケ作公園
常盤平公園
高塚新田緑地

9:40～10:20
11:00～11:40
13:20～14:00
9:40～10:10
11:00～11:40
13:20～14:00
14:40～15:20
9:40～10:30
11:20～11:50
13:30～14:10
9:50～10:20
11:10～11:50
13:20～13:50
15:00～15:30

稔台公園
二十世紀公園
新萩公園（三矢小台）
小根本公園
さざんか公園（新松戸）
新松戸第1公園
幸田第2公園
ユーカリ交通公園隣広場
串崎公園
ひよどり公園（五香西）
三矢小台公園
秋山集会所
新松戸南公園
相川公園（馬橋）
栄町第1公園
古ケ崎こどもの遊び場
五香公園
ふれあい公園（五香）
六実第2公園
東部スポーツパーク正門
旭ケ丘第3公園
松戸小山雨水ポンプ場
樋野口公園
八柱霊園西門横広場
かぶと公園（牧の原）
和田公園（八ケ崎）
中和倉公園

9:40～10:30
11:10～11:50
13:30～14:10
14:50～15:20
9:40～10:10
11:00～11:40
13:20～14:00
14:50～15:30
9:40～10:20
11:10～11:40
13:20～14:00
14:50～15:20
9:40～10:20
11:00～11:30
13:20～14:00
14:40～15:20
9:50～10:30
11:10～11:50
13:30～14:20
9:40～10:20
11:10～11:50
13:30～14:00
14:40～15:10
9:40～10:30
11:10～11:40
13:20～13:50
14:40～15:20

5/14
㈫

5/20
㈪

5/21
㈫

5/22
㈬

5/23
㈭

5/24
㈮

5/27
㈪

5/28
㈫

4/15
㈪

4/16
㈫

4/17
㈬

4/18
㈭

4/19
㈮

4/22
㈪

4/23
㈫

5/15
㈬

5/16
㈭

5/17
㈮

4/9
㈫

4/10
㈬

4/11
㈭

4/12
㈮

実施日 延期日時間 実施会場

農園名とびさわ市民農園（高塚新田394の
1）　区画数70区画程度（1区画15㎡、応
募多数の場合は抽選）　利用期間契約日か
ら2年間（継続可）　対象市内在住・在勤の
人のいる世帯（1世帯2区画まで）　年間利
用料1区画９,000円　
※駐車スペース有り。
□申3月25日㈪〔必着〕までに、往復ハガキ
（1世帯1通）に郵便番号・氏名・電話番号・
利用区画数・返信
用宛名を記入して、
〒270－2221松戸
市紙敷1414　飛澤
保之へ
※結果および入園
手続きの詳細は、
返信ハガキでお知
らせします。 

日ごろからの備えも大切です
●携帯ラジオや地図を携帯する　●職場などに歩
きやすいスニーカーや懐中電灯・手袋・飲料水や
食糧などを用意しておく　●発災時の安否確認の
方法や集合場所を家族で話し合っておく　●帰宅
経路の状況や、コンビニエンスストア・ガソリン
スタンドなどを確認しておく

災害用伝言サービス
●災害用伝言ダイヤル（171）
　災害発生時、被災地にいる人が「171」
にかけると、自宅の電話番号宛てに音声で
安否情報を録音できます。電話番号を知っ
ていれば、全国から再生可能です（一般電
話・公衆電話・携帯電話・PHS・スマート
フォンから利用可）。
●災害用伝言板
　災害発生時、携帯電話・PHSのインターネット接続機
能を使い、自身の安否情報を文字で登録できます。電話
番号を基に、全国から登録された安否情報を確認するこ
とができます（携帯電話・PHS・スマートフォンから利
用可）。
安否情報まとめて検索「J-anpi」　 http://anpi.jp/
　「電話番号」または「氏名」を入力すると、各通信会
社提供の災害用伝言板、各企業・団体提供の安否情報（テ
キスト情報）を一括で検索し、結果をまとめて確認でき
ます（安否情報検索は、パソコン・インターネット接続
対応の携帯電話・スマートフォンで可能）。

　災害発生時、多くの人が一斉に徒歩で帰宅を始めると、災害時に優先されるべき救助・救急活動の妨げとな
るだけでなく、火災や沿道の建物からの落下物などにより負傷する恐れがあり大変危険です。

●自分の身の安全を確保　●職場や集客施設等の
安全な場所にとどまる　●災害用伝言サービス
で、家族の安否や自宅の無事を確認　●テレビや
ラジオ等で交通情報や被害情報等を入手

平成
25年度 集合狂犬病予防注射集合狂犬病予防注射

市民農園利用者を
募集します 　

自宅の外で大規模災害に遭遇したら…
～むやみに移動を開始せず、落ち着いた行動を～

土と親しみ家族みんなで
野菜づくりを楽しみませんか
土と親しみ家族みんなで
野菜づくりを楽しみませんか

□問環境保全課☎366－7336

□問防災課☎366－7309

常盤平児童福祉館☎387－3320
わくわく広場〔わんぱく組〕毎週水曜日（3日･10日を
除く）10時30分～11時30分〔よちよち組〕毎週木曜
日（4日・11日を除く）10時30分～11時〔はいはい
組〕 毎週金曜日（5日・26日を除く）10時30分～11時
中高生の広場（TAPS）毎週土曜日17時～19時　内容
新中学1年生歓迎会他

移動児童館☎387－3320

五香市民センター毎週火曜日（2日･30日を除く）14時
～17時　柿ノ木台公園体育館毎週水曜日（3日を除
く）14時～16時45分　古ケ崎市民センター毎週木曜
日（4日を除く）14時～17時　稔台市民センター毎週
金曜日（5日を除く）　対象乳幼児と保護者、小学生

4月

★星空観望会
3月23日㈯18時～20時　内容星空案内と天体望
遠鏡での観望〔雨天曇天の場合はプラネタリウム
のみ〕　定員先着80人（要予約、子どもは保護者
同伴）
★春休み天文教室
「オリジナル星座カードを作ろう」
3月26日㈫13時30分～14時30分　内容星座につ
いて学び、オリジナル星座カードを作る　定員先
着30人（子どもは保護者同伴）※カードは持ち帰
り可能。

あそぼう会各15時～17時　内容友だちをつくろう、
ゲーム大会　対象小学生

根木内こども館☎315－2985
ひょうたんの会９日㈫11時15分～12時　内容手遊び
とお話　対象乳幼児と保護者
おもしろ探検くらぶ20日㈯15時～16時30分　内容
映画会
卓球であそぼう25日㈭15時30分～16時30分　対象
小学生

野菊野こども館☎331－1144
のぎっこひろば14日㈰13時30分～15時　内容野菊
野団地内の公園で遊ぼう　対象幼児と保護者・小学生
中高生タイム20日㈯17時30分～19時30分　内容カ
レーを作って食べよう　対象中学・高校生
おやこDE広場24日㈬11時30分～12時　内容お誕生
会　対象4月生まれの乳幼児

※全て無料。
※わんぱく組2歳以上、よちよち組9カ月以上2歳未満、
はいはい組8カ月以下。

要申込

要申込

要申込

　生後91日以上の飼い犬は、生涯1回の登録と毎年1回の狂犬
病予防注射が必要です。予防注射は、右表の予防注射会場のど
こでも受けられます。また、動物病院でも随時行っています。
集合注射費用3,350円（注射済票含む）
※初めて登録する犬は別途登録手数料3,000円が必要です。
◆午前中が雨天中止の場合、午後も中止（途中で中止した場合
は、中止となった会場のみ延期日に実施）。
◆実施日・延期日ともに中止になった場合は、以
後実施しません。中止は、各会場開始時刻20分前
に決定しますので、環境保全課へお問い合わせく
ださい。また、市のホームページからも確認でき
ます。

　次に該当する犬は
　予防注射を受けられません
•重い病気にかかっている
•過去に予防注射等で体調が悪くなったことがある
•飼い主が押さえることができない
•人をかんだことがある（保健所に届け出の義務
あり）

•1カ月以内に予防注射を受けた
•現在発情中または妊娠の疑いがある

□問みどりと花の課☎366－7378

実施日 延期日時間 実施会場

移動児童館の開催場所・時間が変わります
　4月から開催時間が14時～17時となり幼児や小
学生の遊べる時間が増えます。また時間変更に伴
い、開催場所が一部変更となります。

千葉県を含む九都県市では、やむを得ず徒歩で帰
宅する人を支援するため、コンビニエンスストア・
ガソリンスタンド等と帰宅支援協定を締結し、水
道水やトイレの提供、交通・避難場所の情報提供
を可能な範囲で行います。
※九都県市：千葉県・東京都・埼玉県・神奈川県・
千葉市・横浜市・川崎市・相模原市・さいたま市

ジェイアンピ

災害発生時には
「むやみに移動を開始しない」

災害時の安否確認方法 3月17日㈰までの期間
および毎月1日・15日
に体験利用が可能

□申電話で同館☎368－1237へ

市民会館プラネタリウム室
（NAOKO SPACE PLANETARIUM）の催し

費用
無料

秋山駅

コンビニエンスストア

子どもの
遊び場

北総線

至東松戸

とびさわ
市民農園

国道464号線

東部小学校

●広報まつど　2013年（平成 25年）3月15日

9 松戸市は、本年4月に市制施行70周年を迎えます。　□問秘書課☎366－7303



3月27日㈬から、はり・きゅう・あん摩等施術費助成券の
交付申請を受け付け
対象市内に住民登録があり、①末梢神経または運動器官に自覚症状を持つ
65歳以上の人②身体等の障害者手帳の交付を受けている18～64歳の人　
助成額1回800円　助成内容4月1日㈪から、市に登録している施術所で1
日1回、年間最大24回（助成券は申請月から月2枚の割合で交付）を限度
として利用可能（ただし各種健康保険や生活保護法による施術との併用は
不可）　申請に必要なもの身分を確認できるもの〔健康保険証、運転免許
証等（64歳以下の人は身体等の障害者手帳）〕、印鑑
申請日や対象者により、交付窓口が異なります
助成券の交付窓口をご確認ください
●3月27日㈬～4月19日㈮の間に申請する場合

●4月22日㈪以降に申請する場合

※市に登録している施術所の一覧は、市のホームページをご覧ください。
□問保健福祉課☎366－7485

市民公開講座「知っておきたい胃がん・大腸がん
～治療から日々のケアについて～」
3月23日㈯13時～14時30分　会場ザ・タワーズ・イースト（市川市）　
講師国立国際医療研究センター国府台病院医師・増田晃一氏他
□問同病院事務部管理課・朴☎372－3501

市立病院皮膚科外来は
3月26日㈫終日、27日㈬午後休診します
□問同病院皮膚科外来☎363－2171（内線 1152）

　平成25年度保険料率は、これまでの引き上げによって積み立てられた準
備金を取り崩して、平成24年度保険料率と同じ保険料率（千葉支部は
9.93％）を維持することとなりました。
　同協会では健診費用の一部を助成しています。4月より加入者家族の特定
健診受診券を加入者本人の住所に郵送しますので、年1回は受診し健康
チェックを行いましょう。
□問全国健康保険協会（協会けんぽ）千葉支部☎043－308－0522（料率
関係）、☎043－308－0525（健診関係）

問

救急医療体制
◆テレホン案内サービス
☎366－0010
〔当日の医療機関（待機病院、休
日在宅当直医、夜間小児急病セ
ンター、休日土曜日夜間歯科診療
所等）を案内〕
平日　16時30分～翌日9時
休日と土曜日　9時～翌日9時

※当日案内への切り替えを毎朝８時
45分～９時の間に実施。

◆夜間小児急病センター
（小児初期内科系疾患）
☎360－8900
市立病院となり
毎日18時～23時

◆休日土曜日夜間歯科診療所
☎365－3430
衛生会館2階　
20時～23時

※電話番号の掛け間違いにご注意ください。

夜間小児急病センター
上本郷4005

松戸駅
JR常磐線北松戸 金町

柏 税務署 金町

市役所

東葛飾合同庁舎中央保健福祉
センター

新
京
成線 東口

国道6号

上本郷

休日土曜日夜間歯科診療所
竹ケ花45の53

衛生会館

松戸新田駅 上本郷駅

北松戸駅

みのり台

馬橋

松戸

松戸

●神社

●神社

国道6号

市立病院

JR常磐線

新京成線

東口

夜間小児
急病センター

170歯を大切に
良い歯並び・かみ合わせのために　
永久歯列での矯正歯科治療

　永久歯列を対象とした矯正歯科治療では、全ての歯を動かすために
行う全体的な治療になることが一般的です。目標は上下の歯列を整え
ること、上下のかみ合わせを良くすること、歯槽骨（歯が並ぶ顎の
骨）の適切な位置に歯が並ぶように位置付けることです。
　このために上下顎の奥歯から前歯まで全ての歯を動かし、歯列の位
置や上下の歯の関係を適正にしていきます。皆さんも見掛けたことが
あるかもしれませんが、全ての歯の面に針金が通っている固定式の装
置（マルチブラケット装置）を使用します。以前は金属の装置で目立
ちましたが、最近は透明な素材でできた目立たない装置も選べるよう
になっています。このマルチブラケット装置は取り外し可能な装置と
異なり、かなり大きな量の歯の移動が行えます。また歯の頭の部分
（歯冠）の移動だけでなく、歯の根元までしっかり移動できる仕組み
になっています。
　ただ、個人によって症状や顎の骨・筋肉・成長などの状況が異なる
ため、個々に合わせた治療計画を立て慎重に治療を進めていきます。
このためマルチブラケット治療は極めて専門性の高い治療といわれて
おり、専門の学識と技術を持つことが必要とされます。日本矯正歯科
学会等による「認定医」や「専門医」等の制度が設けられているのは、
専門の教育を受けた証として認識してもらうためです。技術的な特殊
性だけでなく比較的長期間の通院が必要になるため、通院中の生活環
境の変化や転勤の多い家庭では引っ越しなども想定しておく必要があ
ります。公益社団法人日本臨床矯正歯科医会（全国の矯正専門開業医
の団体）のように、引っ越し時の継続治療が全国でスムーズに行える
ような団体もあります。
　また、気になる治療費は、一部疾患における保険適用はありますが、
ほとんどの場合は自費中心となりケースバイケースです。通常は治療
費や治療内容などの十分な説明や話し合いが行われた上で治療を始め
るか決められるので、歯並びやかみ合わせが気になる人は安心して相
談してみてください。

松戸歯科医師会　　http://matsudo.cda.or.jp/

し   そう こつ あご

し　かん

全国健康保険協会（協会けんぽ）からのお知らせ

高齢者支援課（本庁舎本館1階）または各支所
障害福祉課（本庁舎新館3階）または各支所

①の対象者
②の対象者

中央保健福祉センター1階会議室または各支所①および②の対象者

ぱく
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◆ガイドツアー（総合展示解
説） 毎日10:00、14:00からの
約30分間（要観覧券）
<ミュージアムシアター>
・3/31㈰まで
おらんだ楽隊　千葉県指定無
形民俗文化財シリーズ〈25分〉
・4/2㈫～29㈷
送り大師～東葛印旛大師講の
人々～（松戸市立博物館制作）
〈30分〉

時間13:15、15:15から上映（土・
日曜日、祝日は11:00からも上
映）　会場講堂　費用無料
◆3/31㈰まで
学習資料展「昔のくらし探検」
会場企画展示室　内容80年前
の農家探検　費用無料
◆3/31㈰までの毎週土曜日
13:10～15:30
昔のくらし体験教室
①風呂敷を使ってみよう
②桶を担いでみよう
会場企画展示室内　対象小学
生以上　費用無料

◆3/28㈭まで
原野を彩る野生の花
関☎386－0446

◆3/30㈯まで
アトリエミルクル作品展

“FAMILY”
鈴木☎362－3110

◆3/29㈮～4/11㈭
緑樹会10号展

風間☎387－8055
◆3/31㈰～4/11㈭

第39回松戸市書道展受
賞者展
社会教育課☎366－7462

◆4/12㈮～25㈭
松戸あひる会10号展
栗山☎392－0789
錦水会
宮山☎364－5232

◆4/13㈯ 13:30～15:00
園芸教室「ショウガを作りま
しょう」
講師みどりの相談員・丸尾三恵
子氏　定員30人　費用1,000円

◆4/14㈰ 10:00～11:30 
植物ウオッチング〔雨天時は
屋内〕
講師自然解説員・川端祥子氏
定員25人　費用無料
◆4/14㈰ 13:30～15:30
みどりの講習会「春を感じる
素敵な寄せ植え作り」
講師千葉県グリーンアドバイ
ザーの会・吉田俊一氏　定員
36人　費用2,500円
◆4/20㈯ 10:00～11:30
バードウオッチング〔雨天時
は屋内〕
講師自然解説員・直井宏氏　
定員25人　費用無料
◆4/20㈯ 13:30～15:00 
園芸教室「鉢花（シンビジウ
ム、クンシラン、シャコバサ
ボテン）の手入れ」
講師みどりの相談員・小林喜
代次氏　定員45人　費用無料
◆4/27㈯ 10:00～11:30
樹木ウオッチング「新緑の観
察会」〔雨天時は屋内〕
講師自然解説員・藤田泰氏　定
員25人　費用無料

◆3/19㈫～22㈮
柏
はく

麗
れい

写真会作品展
金親☎342－2748

◆3/26㈫～31㈰
第39回松戸市書道展覧会
社会教育課☎366－7462

◆4/2㈫～7㈰
第5回浅間台フォトクラブ写真展
氏家☎368－4927

※催し物は◆日時、内容の順に掲載しています。

開館時間…10:00～18:00　
休館日…月曜日

文化ホールギャラリー
☎367－7810

松戸駅市民ギャラリー
社会教育課市民文化班
☎366－7462

開館時間…9:30 ～17:00（入館は
16:30まで）
休館日…月曜日（祝・休日の場合は
開館し翌日休館）・第4金曜日
常設展観覧料…一般300円、高校・
大学生150円（団体料金あり）
※障がい者専用以外の駐車場はあり
ません。21世紀の森と広場の有料駐
車場をご利用ください。
※市内在住の身体障害者手帳または
療育手帳を持っている人とその介護
の人、市内在住の70歳以上の人は観
覧無料です。小・中学生は、市内外
とも観覧無料です。

21世紀の森と広場内
博物館
〒270－2252松戸市千駄堀671
☎384－8181

開館時間…9:00～16:30
休館日…月曜日（祝日の場合は開館
し翌日休館）
※みどりの相談室は、水・土・日曜
日と祝日の、10:00～12:00と13:00
～15:30（電話相談あり）
※バーベキューのお問い合わせは☎
385－1815へ

パークセンター
☎345－ 8900

21世紀の森と広場

講座はすべて申込制。電話でパー
クセンターへ（9:00 ～17:00）

開館時間…9:30～17:00（入館は
16:30まで）　
休館日…月曜日（祝日の場合は開館
し、翌日休館）。 
入館料…一般150円、高校･大学生
100円（団体料金あり）

戸定歴史館
☎362－2050

戸定歴史館展示室は空調機
入れ替え工事のため、4月
19日㈮まで利用できませ
ん。なお、戸定邸は通常ど
おりご覧いただけます。

●広報まつど　2013年（平成25年）3月15日

対象市内在住で、中学生以下のお子さんがいる保護者や妊娠中の人　　　　□問保健福祉課☎366－7486



講座名 日程 定員 費用

使用OS＝ Windows7

　　　初めてのパソコン＆
インターネット講座（Windows）　
Wordを使った文書作成講座

NEW

NEW

①

松戸地域職業訓練センター講座

4/8㈪～11㈭☆

4/4㈭・5㈮☆★
Word応用講座 4/23㈫～26㈮☆
Excelを使った表計算講座 4/6㈯・13㈯☆★
Excel応用講座～実践的関数を
たくさん覚えよう！ 4/15㈪～18㈭☆

Access基礎講座 4/15㈪～18㈭★
Power Point基礎講座 4/8㈪～11㈭★
　　　MOS Word2010対策講座 4/23㈫～26㈮★  

時間☆＝9時30分★＝13時30分からの各3時間　対象③⑦⑧文字入力できる人⑤
Excel経験者⑥データベースの知識のある人
※テキスト代、材料費は実費。
※パソコン講座は開始日の7日前に受付人員が1人以下の場合は中止。
※その他、資格取得講座、日曜大工講座（1カ月・2カ月コース）も受け付け中。
□申直接同センター（小金原1の19の3、☎349－3200）へ

②
③
④

⑤

⑥
⑦
⑧

各先着10人 各12,000円

問同センター☎361－2121㈹

松戸健康福祉センター（松戸保健所）各種無料相談
予約・問い合わせ

☎361－2138

☎361－2139

☎361－6651

相談名（原則予約制） 日時
4/18㈭9:00～14:30
4/9㈫13:30～15:00
4/23㈫13:30～15:30
4/9㈫・15㈪14:00～16:00
4/18㈭14:00～16:30
4/16㈫13:30～14:30
4/16㈫17:30～19:00

不妊相談 電話（予約不要）
来所

思春期相談
精神保健福祉相談
酒害相談

DV相談

障がい者
差別相談

エイズ検査

電話（予約不要）
来所
電話（予約不要）
来所

即日検査
夜間検査
※エイズ検査は匿名・無料。
※梅毒、クラミジア、B型・C型肝炎の検査も可。

月～金曜日9:00～17:00

月・火・木・金曜日9:00～17:00 ☎361－2346
　367－7554

※都合により会場等は変更になる場合があります。※このコーナーへの掲載は1団体年度1回です。

小金原ビクトリー (少年野球)
毎週土・日曜日、祝日9時～17時　 栗

ケ沢小学校他　 小学生　 月1,000円（入
会金1,000円）　 小野塚☎090－1550－
8045
ピンクダイヤモンズ （フラッグ・チアダンス）
毎週土曜日15時～16時30分　 和名ケ

谷スポーツセンター　 小学生　 月3,500
円（年会費8,000円）　 渡部☎090－2748
－5305
松戸シニアスターズ（軟式野球）
毎週水・土曜日9時～12時　 常盤平、

金ケ作公園　 50歳以上　 年15,000円
（入会金なし）　 草皆（くさみな）☎090－
8110－6665
ハピネス（バドミントン）
毎週水曜日11時～15時　 小金原体育

館　 月2,000円（入会金1,000円）　 滝
沢☎361－4802
松戸バドミントンクラブ
毎週火・金曜日10時～13時　 運動公園

体育館他　 女性　 月2,500円（入会金
1,000円)　 東嶋☎340－0210
松戸太極拳同好会
毎週①火曜日13時～15時②水曜日10時

～12時③木曜日10時～12時④金曜日10時
～12時⑤土曜日10時～12時⑥日曜日18時
～20時　 ①柿ノ木台公園体育館②市民会
館③運動公園④⑥明市民センター⑤常盤平体
育館　 月3,000円（入会金2,000円）　
高科☎362－6080

松戸太極拳（少林拳・気功・楊式太極拳
４２式）
毎週日曜日9時～12時　 馬橋市民セン

ター　 18歳以上　 先着20人　 月
2,000円（入会金2,500円)　 佐藤☎345－
9508
サンフラワー（英会話）
毎週月曜日9時50分～12時　 明市民セ

ンター他　 月3,000円（入会金1,000円）　
大濱☎090－2759－4230

歌謡「銀声会」
月4回木曜日14時～16時　 市民会館　
市内在住・在勤の成人　 月2,000円（入

会金500円）　 岡戸☎308－3231（昼間
のみ）
油絵土曜会
毎週土曜日10時～13時　 稔台市民セ

ンター　 月5,000円（入会金なし）　 濱
野☎363－4961
Laかおるんご♪(女声合唱)
月2回火曜日13時30分～15時30分　

各市民センター他　 月3,000円（入会金
1,000円）　 玉谷☎080－3086－6681
川柳「あいの会」
毎月第2火曜日13時30分～15時30分　
新松戸1丁目町会館　 半年6,000円（入

会金なし）　 川名☎388－5734
ゆっくり学ぶ中国語会
毎週木曜日18時30分～20時30分　 市

民会館　 月4,500円（入会金なし）　 舘
☎388－1542

混声合唱団コール・アマフォーク（合唱）
毎週日曜日10時～12時　 ゆうまつど　
月4,000円（入会金なし）　 古庄☎386

－8138
新松戸馬橋吟道会
毎月第1～4①土曜日②水曜日各10時～

12時　 ①馬橋東市民センター②六実市民
センター　 初心者　 各月2,000円（入会
金なし）　 大澤☎345－0329
ダンスサークル「メイ」
毎週土曜日19時～21時　 常盤平体育

館　 初・中級者　 月3,000円（入会金
1,000円）　 江原☎090－3341－1749
親子体操教室キャンディほっぷ
毎月第2・4木曜日13時～14時　 二十

世紀が丘市民センター　 2～3歳の子とそ
の保護者　 月800円（入会金500円）　
蔵野（くらの）☎090－6515－5801
NPO松戸ホタルの古里
毎週土曜日9時～11時30分　 金ケ作育

苗圃　 年10,000円（入会金1,000円）　
箕輪☎311－1174
松戸ヨガサークル
毎週月曜日13時～15時　 まつど市民活

動サポートセンター　 月2,000円（入会金
1,000円）　 伊東☎367－3362
さくらんぼ親子体操
毎月第2・4金曜日10時30分～11時30

分　 樋野口青少年会館　 2歳～入園前
の幼児とその保護者　 月1,200円（入会金
1,100円）　 岡部☎090－3540－9632

健
けん

雀
じゃん

会（健康麻雀）
毎週木曜日13時～17時　 高柳会館（六

高台）　 1回300円または月1,000円（入会
金なし）　 大悟法（だいごぼう）☎385－
0984
ヨガサークル レタス
月4回土曜日11時～13時　 市民会館　
月3,000円（入会金なし）　 森上（もりか

み）☎363－1356（夜間のみ）
プルメリアフラグループ（フラダンス）
毎月第1・3水曜日10時～12時　 松戸

東口会館　 月2,000円（入会金なし）　
三浦☎080－1057－6400
山の会・峠（ハイキング・軽登山）
毎月第1木曜日18時～20時他　 ゆうま

つど　 月500円（入会金1,000円）　 吉
田☎391－1894
民謡愛好会
毎週日・木曜日9時30分～12時　 六実

高柳老人福祉センター　 60歳以上　 な
し（入会金なし）　 馬場☎386－3457
矢切クラブ（卓球）
毎週木曜日11時～13時　 柿ノ木台公園

体育館　 月500円（入会金2,000円）　
佐々木☎366－1553
歌ひろば（童謡・ポピュラー）
毎週月曜日10時～12時　
ゆうまつど　 1回1,000

円（入会金なし）　 上田☎
090－2253－2429

このコーナーは市民団体等からのお知らせです（●マークは社会教育関係団体）
…日時、日程　 …会場　 …内容　 …講師　 …対象　 …定員　 …持ち物　
…費用（記載のないものは無料）　 …申込方法、申込先　 …問い合わせ先
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◆初心者俳句講座〔全2回〕
3月22日㈮・23日㈯10時～12時　
市民会館　 先着20人　 1,000円　
電話で夏日俳句会・町田☎363－2760へ
◆認知症介護相談交流会
3月22日㈮13時～15時　 （社福）松戸

市社会福祉協議会　 ㈳認知症の人と家
族の会松戸地区・尾崎☎343－8925
◆伝統文化こども生け花教室発表会
3月23日㈯12時～17時、24日㈰11

時～17時　 ギャラリーウインズ（JR
新松戸駅下車）　 華道育成会・藤平☎
090－2909－6159（昼間のみ）
●鎌ケ谷史跡巡り
3月26日㈫13時新京成鎌ケ谷大仏駅

改札口前集合、16時東武野田線鎌ケ谷
駅解散　 鎌ケ谷八幡神社・鎌ケ谷大
仏・魚文の句碑・七面堂他　 300円　
直接会場で　 松戸石造物懇話会・間

宮☎386－6325（夜間のみ）
●ケナフで紙すきと絵手紙教室
3月30日㈯①10時30分～12時②13

時～14時30分　 馬橋市民センター　
各100円　 FAXで松戸ケナフの会・

石川 345－3140へ

◆社交ダンス初心者講習会〔全4回〕
4月の毎週土曜日10時～12時　 勤

労会館　 先着10人　 電話で社交ダ
ンスエメラルドサークル・岩佐☎090－
2730－0384へ
●春のハワイアンカーニバル
4月7日㈰13時～16時　 市民会館　
ハワイアンバンドとフラハラウの競

演　 マハロクラブ・神崎☎04－7175
－1770
●話し方であがり症克服とコミュニ
ケーションづくり講座〔全8回〕
4月10日～6月5日の毎週水曜日10時

～12時（5月1日を除く）　 勤労会館
9,000円　 HR松戸話し方研究会・

眞田☎367－0671
◆下総・江戸川ツーデーマーチ
4月13日㈯・14日㈰8時～9時30分受

け付け、12時～16時30分解散〔雨天決
行〕※参加コースにより変動　 市川市
スポーツセンター（国府台）　 1,000
円（中学生以下無料、当日参加の場合
1,200円）　 直接または電話でNPO千
葉県ウオーキング協会☎043－255－
0141へ
●レーシングカーを作り1000m走らせ
よう ！
4月14日㈰10時～15時　 新松戸未

来館　 先着100人　 ハガキで住所・
氏名・学年・電話番号を記入して、〒270
－0034松戸市新松戸3の1の4　松戸市
少年少女発明クラブ・難波〔☎342－
4422（土・日曜日のみ）〕へ
◆松戸ＩＴＶネットワークのパソコン講座

同会教室（根本）　 各先着5人　 各
3,000円程度　 3月15日㈮10時から、
電話で同会☎367－8889（月・水・金
曜日の10時～16時）へ

●女の子のための手具体操教室
3月21日㈭16時30分～18時　 青少

年会館　 5歳～小学6年生　 3月15
日㈮16時から、電話でリボンクラブ・
合田☎090－5813－8562へ
●軽スポーツ教室
3月31日㈰9時～12時　 常盤平第一

小学校　 グラウンド・ゴルフ、ソフト

バレーボール　 直接会場で　 スポー
ツ推進委員・内田☎388－8868
●シルバー初心者テニス教室
4月1日～平成26年3月31日の毎週

月曜日8時～9時20分　 JSSテニスア
リーナ（新京成上本郷駅下車） 　 60歳
以上　 先着30人　 2カ月6,000円　
3月25日㈪までに、電話で松戸シル

バーテニス連盟・藤井☎366－3600へ
●チビッ子レスリング教室〔全3回〕
4月7日～21日の日曜日9時～11時　
運動公園体育館　 4～9歳　 先着

20人　 600円　 ハガキで〒270－
2232松戸市和名ケ谷848の2　松戸市
アマチュアレスリング協会・渡部弘道（☎
090－2646－1831）へ
●松戸市ソフトテニス連盟の催し
①春季市民大会（兼県民体育大会予選
会・個人戦）②春季クラブ対抗（団体戦）
4月①14日㈰②28日㈰各8時30分から
受け付け　 栗ケ沢公園庭球場　 ①男
女A・B・Cクラス45・55・65歳以上ク
ラス（ 7ゲームマッチ）、中学生の部（ 3
年生、5ゲームマッチ）②3組1チーム（中
学3年生以上）男女1・2・3部制（7ゲー
ムマッチ）　 市内在住・在勤・在学・
在クラブの人　 ①1チーム3,000円、
（中学生2,000円）②1チーム6,000円　
①3月27日㈬②4月3日㈬までに、所定

の申込用紙で　 同連盟・山下☎080－
5033－1280

4月の主な講座名 日時

Word初級コース
〔全3回〕

第2～4水曜日
13:30から

Excel初級コース
〔全3回〕

第1～3木曜日
10:30から

初めてのパソコン
〔全3回〕

第2～4水曜日
10:30から

インターネット入門
〔全3回〕

第1・3・4火曜日
10:30から

デジカメ、ホームページ作成、その他5月
の講座等は直接お問い合わせを

●広報まつど　2013年（平成25年）3月15日

放射線専門の医師による放射線に関わる健康相談を実施しています（要予約）。　相談時間1回約30分（診察・検査はありません）
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緊急重要情報のメール配信を行っています。サービス利用には登録が必要です。
右のQRコードを読み込むか、下記のURLを入力してアクセスしてください。
携帯電話で利用する場合　   https://service.sugumail.com/matsudo/
パソコンで利用する場合　   https://service.sugumail.com/matsudo/member/

全日本少年少女空手道選手権大会で
八ケ崎小学校の降雄一颯   が優勝
全日本少年少女空手道選手権大会で
八ケ崎小学校の降雄一颯   が優勝

シティガイドがご案内！

戸定アートプロジェクト 桜 フレンチ・ジャズ

小金高校放送局

の松戸を巡るツアー春

さん

植樹イベントを
実施しました

松戸市減CO2どんぐり作戦

植植植植植植植植植植樹樹
実実実実実実実実実実実施施

松戸

　「松戸市減CO2どんぐり作戦」の一環として、市内の
小学校3校・幼稚園2園で育てた、どんぐりの苗木を植樹
しました。
　減CO2どんぐりキッズ隊により植えられた苗木は、地
球温暖化防止につながるとともに、松戸を緑豊かなまち
にしてくれることでしょう。
□問環境計画課減CO2担当室☎366－7089

松戸市制施行70周年 記念松戸市制施行70周年 記念

　昨年8月25日に東京武道館で全日本少年少女空手道選手権大会
が行われました。千葉県小学生空手選手権大会で形（かた）の部優勝、
組手準優勝を勝ち取り、全国大会へのキップを手にした八ケ崎小学校
2年生の降雄一颯さんが、2年男子組手の部で優勝に輝きました。
　空手を習っていたお姉さんの影響を受けて、自宅でまねをしていた
ことがきっかけとなり、3歳のころから本格的に習い始めました。週4
回、2時間の練習をこなし、4月の流山市市民大会と5月の県大会に向
けて練習中です。「ベスト8に入ってメダルを狙いたい」と今後の目標
を照れながらも教えてくれました。

　1月27日に行われた関東地区高校放送コンクールで、
小金高等学校放送局がビデオメッセージ部門出品の「鋏
（はさみ）」と、オーディオピクチャー（写真をスライドのよう
に見せ、そこにナレーションを載せた作品）部門出品の「67
歳の鉄道少年」が共に最優秀賞に、そしてアナウンス部門
では1年生の佐々木秀真さんが優秀賞に輝きました。
　「鋏」は、松戸市小山のはさみ職人を取材し、手作りのは
さみの素晴らしさを伝えています。「67歳の鉄道少年」は、
行徳駅前公園で手作りのSLを走らせる、市川蒸気鉄道ク
ラブの人を紹介した作品です。どちらの作品も、夏から準
備し、何度も取材を重ねて作り上げました。
　局長の尾篭拓哉さんは、「今後、夏のNHK杯で入賞を狙
います。NHK杯は今大会と並ぶ一大大会。今までの小金
高校の実績に恥じない結果・作品を目指します」と話してく
れました。

矢切の文学散歩と柴又帝釈天詣で
3月23日㈯9時30分北総線矢切駅前広場集合〔小
雨決行〕　内容水上勉旧居跡、やきり産直まつり、矢
切の渡し、柴又帝釈天（解散）他　定員20人（抽選）
費用500円（資料・保険代・船賃他）
□申3月21日㈭〔必着〕までに、ハガキで

朗読と食で味わう『池波正太郎の世界』
剣客商売その4「剣の誓約」
3月24日㈰10時30分、13時
から　会場戸定が丘歴史公
園内松雲亭　定員各回前売
り20人　費用2,000円
□申チケット購入

矢切の古戦場跡に桜を訪ねる
4月6日㈯9時30分北総線矢切駅前広場集合、12
時30分頃解散〔小雨決行〕　内容栗山浄水場、総寧
寺、里見公園他　定員20人（抽選）　費用200円
（資料・保険代）
□申3月25日㈪〔必着〕までに、往復ハガキ（1枚2人まで）で

□申電話→松戸市観光協会（松戸探検隊ひみつ堂）☎727－7825へ
ハガキ→参加者の住所・氏名・電話番号を記入して、〒271－8588松戸市根本387の5松戸市役所商工観光

課内　松戸市観光協会事務局「矢切文学散歩と柴又帝釈天」または「矢切の桜を訪ねる」宛て
チケット→松戸探検隊ひみつ堂で事前にチケットを購入

逸品のお店と松戸の名所をご案内
まつど逸品めぐりツアー
①春爛漫（らんまん）松戸宿三福めぐり
4月7日㈰10時市民劇場前集合、15時解散〔雨天決
行〕　内容葛西屋、八嶋商店、松龍寺、特製ランチ、
三丁目西自治会館コンサート、戸定邸他　定員先着
20人　費用2,000円（保険・資料・昼食代）
②ひみつの松戸文学散歩
4月12日㈮9時30分松戸
駅コンコース集合、15時
解散〔雨天決行〕　内容
千葉大園芸学部、浅間神
社、宝光院、日暮酒店（試
飲）、原田米店他　定員
先着20人　費用2,000
円（保険・資料・昼食代）
③地元老舗の湯豆腐で逸品の酒を味わう
4月9日㈫・10日㈬18時から　会場松戸探検隊ひみ
つ堂　定員各先着8人　費用各2,000円
□申①②チケット購入③電話で

緑の回廊定期ツアー  桜の回廊（各日2回）
3月30日㈯・31日㈰10時、13時戸定が丘歴史公園
内松雲亭うしろ芝生広場集合（約1時間、各回15分
前より受け付け）〔小雨決行〕　費用各200円（資料
代、庭園管理協力費）
※当日のお問い合わせは☎090－6715－8182
へ。　※一部足場の悪い場所があります。歩きやす
い服装・靴で参加してください。

　矢切の渡し近くに観光案内所
「野菊の蔵」がオープンします。
　オープン当日、江戸川土手（川の
一里塚付近）で「やきり産直まつり」
を行います。矢切ネギコロッケ、地
元の採れたて野菜などの販売があ
りますのでぜひお越しください。
オープニングセレモニー3月23日
㈯11時から　内容矢切ばやしの演奏など　営業日時土・日曜日、祝日
10時～16時　場所京成バス「矢切の渡し」バス停隣
※場所の詳細は1面「栗山桜まつり」の地図をご覧ください。
□問松戸市観光協会事務局☎366－7327

　例年3月最終週には、戸定が丘歴史公園のベニシダレ
ザクラが咲きます。桜を愛でながら、フランスにゆかりが
深い德川昭武の旧居で古いフランスのジャズをお楽しみ
ください。
3月30日㈯①13時～13時30分②15時～15時30分
会場戸定邸　曲目Minor swing（マイナースウィング）、
Dark eyes（黒い瞳）など　出演北床宗太郎（バイオリン）、
西村俊哉（ギター）、手島大輔（ギター）、楠井五月（コントラ
バス）　費用戸定邸入館料
□申直接会場へ
□問戸定歴史館☎362－2050

要申込
要申込

要申込

要申込

松戸の観光 矢切地域

「野菊の蔵」が3月23日㈯オープン
の　　　ぎく　　　　　　　くら

3月30日㈯・31日㈰
11時～15時
会場戸定が丘歴史公園内松雲亭
定員各先着100人
費用500円（抹茶とお菓子）
□申直接会場へ

ふる          お い           ぶき

と の情報発信の拠点

を照れながらも教えてくれました。照 教

大きく育ってね！


